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7 つのラグビー精神
1 . 正しくプレーする
2 . 協力一致
3 . 自己を犠牲にする
4 . 苦しみに耐え抜く
5 . 勇猛果敢
6 . ベストをつくす
7 . 任務を果たす



2009年12月6日横浜ラグビースクール全体写真

県立保土ヶ谷公園ラグビー場 人工芝完成記念イベント（2007年11月17日）
松沢県知事、齋藤県協会会長と記念撮影

人工芝で練習ができる幸せ

ホームグランド神奈川県立保土ヶ谷公園ラグビー場



初期の指導者

初期の保土ヶ谷グランド　前列中央故三橋洋二先生、後列右端故加藤校長先生

1996年指導員

1982年菅平夏合宿



ジャージに誇り

1984年第10回県大会小6優勝：横須賀市大津公園グランド

2007年夏合宿で丸本先生よりニュージャージを渡されて気合をいれる



石川島播磨杉田工場のグランド：保土ヶ谷グランドが神奈川国体会場で使えな
かったシーズンをフルに開放して練習をさせてくれました。（1995年2月）

鶴見汐入公園での練習（1990年ごろ）

グランドが取れない時は



こどもの国 運動会 なぎさグランドでのタグラグビー

保護者も一緒に

恒例のバーベキュー



共に競う 県内ラグビースクール

麻生ラグビースクール 川崎市ラグビースクール

鎌倉ラグビースクール

海老名ラグビースクール 相模原ラグビースクール

厚木ラグビースクール グリーンラグビースクール



茅ヶ崎ラグビースクール

田園ラグビースクール

大和CCラグビースクール

藤沢ラグビースクール

横浜YCラグビースクール秦野ラグビースクール

横須賀市ラグビースクール



菅平合宿の歴史

1983年菅平夏

菅平湿原朝の散歩

キャンプファイヤー バーベキュー

1981年の合宿



活躍する卒業生

花園出場の舩木君・野田君・釜崎君

早稲田大学で大学日本一になった池上君
（リコーブラックラムズ）

大学日本一
関東学院の鈴木博貴君（東京ガス）



2010年1月花園・決勝の東福岡戦で
活躍する神谷哲平君2009年　関東大会県予選準決勝の慶応戦で

中央突破しようとする桐蔭フッカー神谷哲平君

2009年度U17日本代表として活躍している野々上侑希君（東京高校）

セコム－トヨタ戦の高 忠信君



大きな声で話す練習をする1年

4年のランパス練習

元気に走る年長さん

練習試合をする5年

準備体操をする年中さん

先生の話を聞く2年

練習風景
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年長練習終了後のご挨拶

▲
ガット、ガット、ガット

2年はラックの練習を
していました

5年のランパス練習

スワーブの練習は年長さん

年長さんはすでに
ガットの練習▶

1年の練習試合

スクール卒業記念試合（2008年3月）



口絵写真	

創立40周年記念祝辞

 神奈川県ラグビーフットボール協会会長 齋藤　幸雄 1

 横浜市ラグビーフットボール協会会長 沼田　昭司 2

 県協会普及育成委員会委員長  三浦　幸宏 3

挨拶 横浜ラグビースクール 校長 波多野義重 4

  第7代校長 山口　重之 5 

  副校長 遠藤　泰男 6

  副校長 丸本　良之 7

  運営委員長 安田　智之 8

  総務 渡辺　賢吉 9

  ＧＡ総括責任指導員 高井　弘幸 10

  県協会スクール委員会副委員長 山藤　哲郎 11

  競技部会長 角田　　誠 12

  ジュニアＣＳ部会長 井上　史彦 13

神奈川県ラグビースクールの歴史   14

横浜ラグビースクール40年の歴史   19

40周年に寄せて ＯＢ 三菱重工相模原ダイナボアーズ 沼田　一樹 29

 ＯＢ リコーブラックラムズ 池上　真介 30

 父母 池上　真介　ご母堂 池上由紀子 31

 父母 石田　兄弟　ご母堂 石田　裕子 31

 歴代主将 平成13年度 神谷　尊人 32

  平成14年度 劒　　雄太 32

  平成15年度 森田　祐介 33

  平成16年度 若林　大輔 33

  平成17年度 加川　貴志 34

  平成18年度 石田　智成 34

  平成19年度 菅野　卓磨 35

  平成20年度 渡辺　貴洋 35

横浜ラグビースクール組織図	 	  36

感想文 幼稚園 責任指導員 川嶋　信彦 37

  父母 西村由起子 38

  生徒 高井　美里 39

  寄せ書き  40

目　次



 小学1年 責任指導員 平野　政男 42

  父母 吉田久美子 43

  生徒 三浦　　哲 44

  寄せ書き  45

 小学2年 責任指導員 清水　悌二 46

  父母 齊藤　太郎 47

  生徒 町田　　貫 48

  寄せ書き  49

 小学3年 責任指導員 山﨑　隆夫 51

  父母 清水江奈美 52

  生徒 坂本　歩美 53

  寄せ書き  54

 小学4年 副責任指導員 片山　明也 55

  父母 原　有紀乃 56

  生徒 松尾東一郎 57

  寄せ書き  58

 小学5年 責任指導員 桑原　謙治 59

  父母 栗山　光正 60

  生徒 春野　日向 61

  寄せ書き  62

 小学6年 責任指導員 坂本　昌史 63

  父母 板井　浩子 64

  生徒 斉藤　直人 65

  寄せ書き  66

 中学1年 指導員 谷本　　譲 67

  生徒 西田　　向 68

  寄せ書き  69

 中学2年 指導員 北野　　剛 70

  生徒 佐々木聡太 71

  寄せ書き  72

 中学3年 副責任指導員 井ノ口昌吾 73

  父母 丸本　美和 74

  生徒 竹脇　晴也 75

  寄せ書き  76

あとがき   島田　悦也 77



1

祝辞

　神奈川県協会傘下のラグビースクールは現在
15チームあります。（生徒総数2,200余人もお
り、ラグビー競技人口減少の中で、スクールは
毎年増加傾向にあります）。最初に誕生したのが、
昭和45年4月にスタートした横浜ラグビース
クール（神奈川県ラグビースクール）で、今年40
周年を迎えられました。創立40周年を心からお
祝い申し上げます。
　この間、波多野現校長先生をはじめ歴代の校
長先生、指導員の皆様の人間教育と技術指導は
もとより、物心両面にわたっての献身的なご指
導・ご支援に対して心から敬意を表します。そ
して、それに応えた子供達と、保護者の皆様の
努力の結果が、伝統として受け継がれ、県ラグ
ビースクール協議会の長兄校として今日の隆盛
を迎えられました。40周年を一つの区切りと
して、「保土ヶ谷でラグビーを楽しむ」を合い言
葉に、さらなる前進を期待しております。また、
創立50周年の年に当たる2019年は、ラグビー
ワールドカップの日本開催の年でもあります。
日本のラグビー発祥の地である横浜で決勝戦が
行われるよう力を貸して下さい。
　私事ですが、ラグビースクール開校からしば
らくの間、芦沢先生からの『ご命令』で夏の菅平
合宿に参加し、キャンプファイアーの歌や踊り
をリードした事。蕎麦ジンマシンの低学年の生
徒さんがいるので、調理場とも連絡を取り合っ
ていましたが、夜中に発作が起き、引率のドク
ターにお世話になった事。そして、蕎麦ジンマ
シンの原因が、寝る前の子供達の枕なげ（蕎麦殻
が芯の）であった事等が、大変懐かしく思い出さ
れます。

　県協会は、Change and Challengeの精神
で、「優しさにトライ」を合い言葉に種々の施策
に取り組んでおります。例えば、いじめをしない、
いじめられている人がいたらかばいあう。自分
の元気なパワーを人のために、大人は献血や老
人介護、子供は清掃活動等のボランティア活動
にも積極的に取り組んで頂いており、心から感
謝申し上げます。
　これからの日本ラグビーの宝である、ラグビー
スクールをさらに充実・発展させ、特に中学生
選手や女子選手の育成に力を入れて参りますの
で、今後ともご支援、ご協力を、よろしくお願い
申し上げます。　
　お礼を申し上げるのが後になってしまいまし
たが、県協会のラグビーフェスティバルの運営、
保土ヶ谷グラウンド人工芝化への署名活動、そ
して完成記念式典の運営、献血活動の実践等ど
れも横浜ラグビースクールの協力なくして実現
する事は難しかったと思います。重ねてお礼申
し上げます。
　最後に横浜ラグビースクールのさらなるご発
展をお祈りし、お祝いの言葉とさせて頂きます。

祝　横浜ラグビースクール創立40周年

神奈川県ラグビーフットボール協会　　　　　

会　長　齋藤　幸雄
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祝辞

　横浜ラグビースクール開校40周年まことにお
めでとうございます。
　主催する者として喜びとともに長年にわたり
生徒を指導してこられた皆様に敬意と感謝を表
するものです。
　聞くところによると指導員の中に卒業生が増
えてきたということです。
　「ラグビーを通じて、体力の向上と豊かな人間
性の育成を図るとともに、スポーツの楽しさと
厳しさを学ぶこと」を目的とする指導方針の下
に、工夫を凝らして楽しさを感じさせる練習を
実践し、そして練習の成果が達成感として喜び
に変わる成功体験を求めていく・・、体験者で
ある卒業生をまじえたコーチングスタッフの不
断のご努力が、いよいよ横浜ラグビースクール
のより質の高い訓練環境を醸成するとともに、
時を経てますます揺るぎない貴重な伝統を型
造っていくものと思います。
　ご案内のとおり横浜はラグビーの発祥の地で
あります。昨年は開港150周年を記念してオッ
クスブリッジラグビーチームが来日し、横浜で全
関東学院大学と全慶応大学を相手に親善試合を
行いました。両ゲームともすばらしい試合内容で
した。遠征中キッズクリニックも開催することが
できました。アフターマッチファンクションでは
充分国際親善が果たせたと思います。同時にラグ
ビー体験のない一般のスポーツファンにも、海外
との交流試合のあり方として、少なからず感動を
与えてくれました。
　他方、ラグビー王国ニュージーランドでは、
世代を超えたクラブ組織があって、幼児からプ
ロを目指す選手までが一緒のグラウンドで練
習し、週末には各レベルごとのゲームがあり、

ここには多くの日本人選手がプレーしています。
　日本のラグビー界も、これからは学校スポー
ツから地域型クラブスポーツへと変革していく
過程にあるのではないかと思います。生涯スポー
ツとしてラグビーが子供たちに愛され、将来は
横浜ラグビースクールが、ニュージーランドの
クラブ組織に学んだ、底辺の広い人材の育成体
制を整えることができればよいなと夢を見るこ
のごろです。そのためにはＮＰＯ法人化など組
織を見直す必要があるかも知れません。

　7人制ラグビーのオリンピック正式種目採用
や、2019年のワールドカップ開催など、ラグ
ビーを取り巻く環境は世界的規模で躍動感を増
幅し、日本のスポーツ界においても従前に増し
て注目度を高めていくことでしょう。
横浜市協会としてはこれからも皆さまに、最大
限の支援をお約束いたします。
　今後とも横浜ラグビースクールがますます発
展・活性化され、日本を代表する選手の輩出は
もとより、日本の将来をリードする「紳士」が育
つ貴重な土壌となることを祈念しまして、お祝
いの言葉とさせていただきます。

記念祝辞
　
　
横浜市ラグビーフットボール協会　　　　　

会　長　沼田　昭司
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祝辞

　横浜ラグビースクール創立40周年をお迎えな
られた事、心よりお慶び申し上げます。
　貴ラグビースクールの礎となる神奈川県ラグ
ビースクールを開校された当初は計り知れない
ご苦労があったのではないでしょうか、先人の
方々の熱意と努力があってこその賜物であると
深く敬意を表します。
　その後、横浜ラグビースクールを本校として、
藤沢ラグビースクール・横須賀市ラグビースクー
ル・鎌倉ラグビースクール・川崎市ラグビース
クールと分校が開校し当初は本校を含めた5ス
クールで活動をしていたと聞いております。そ
して40年経った今では15スクールが加盟し
21年度4月の登録ではスクール生の登録人数は
2,200名を超え、指導員も600名を超える登録
があり、県協会の中で一番大きな組織となり活
発に活動しております。神奈川県協会に所属す
る他の委員会では、チームや人数の減退する中、
スクール委員会は毎年登録人数を増やし続けて
いる事をご報告させて頂きます。
　さて貴スクールは300名を超える登録人数と
なり、伝統あるスクールの本家として何時でも
スクール委員会の先頭に立ち先人の教えを引継
ぎ、普及育成に惜しみないご尽力いただいてい
る事に大変感謝しております。スクール委員会
の行事には積極的に参加されおり、恒例となっ
た保土ヶ谷グラウンドで行われる県協会主催の
フェスティバルにも生徒だけではなく多くの指
導者の皆様に積極的に参加をして頂き大変助
かっております。そしてこの何年かは『なぎさグ
ラウンド』をご提供いただきミルキー大会が開
催され、大変盛況な催しとなっており各スクー
ル大好評なので今後にも期待しています。又、

スクール委員会の執行部にも優秀な人材に参加
頂き、委員会活動に大変な活躍をされておりま
す。経験の浅いに私にとっては大変助かってお
ります。
　40年の歴史の中で多くの卒業生が高校・大学・
社会人で活躍されているのを拝見し、指導者の皆
様のたゆまない努力が感じられますし、スクール
委員会に留まらず、県協会にも多大なご尽力を頂
いている指導者やＯＢの方々が多い事に感謝する
と共に長い歴史を感じずにはおられません。
　はやい話ですが、次の節目となる50周年は

『ワールドカップ2019』の次の年です。指導し
た子供達が日本代表になり大活躍をしたと云う
話で盛り上がる為に、これからも惜しみない指
導をして頂き優秀な人材を今後も育成して頂き
たくお願い申し上げます。
　今後も神奈川県ラグビースクールの先頭に
立って頂く事をお願いすると共に、横浜ラグビー
スクールの今後益々のご発展と波多野校長を初
め、関係者の皆様の更なるご活躍を祈念申し上
げ、私のお祝いの言葉とさせていただきます。

祝　辞
神奈川県ラグビーフットボール協会
普及育成委員会委員長
麻生ラグビースクール校長

三浦　幸宏
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ご挨拶

　1970年（昭和45年）4月に創立した横浜ラグ
ビースクールの前身神奈川県ラグビースクール
は、登録生徒57名指導者21名でのスタートで
したが、2010年現在（平成22年2月）生徒344
名指導者82名という、全国でも大きな組織に成
長することが出来ました。
　あらためて当ラグビースクールを育ててくだ
さいました、神奈川県ラグビーフットボール協
会、横浜市ラグビーフットボール協会、神奈川
県体育協会、横浜市体育協会をはじめ県下各市
協会及び各スクールの皆様方、そして多くの卒
業生と保護者・指導者の皆様方のラグビーを愛
する情熱に感謝を申し上げます。
　40年というスクールの歴史を振り返る時特筆
されるのは、なんといっても先人の苦労と努力
がみのり、保土ヶ谷ラグビー場というラグビー
専用のグランドに創立されたことです。しかも
2007年には松沢神奈川県知事のご理解などで､
全面人工芝のグランドでラグビーが出来るよう
になりました。私達は、県下15ラグビースクー
ルの中で最も恵まれた環境のもとで活動するこ
とが出来るという事を常に感謝し自覚して行く
所存です。
　40年の活動の中で私達指導者は「教えること
は学ぶことから始まる」という先人の教えを大事
にして来ました。学ぶ姿勢を無くした時に指導
者としての成長が止まり指導方法もマンネリに
陥るゆえに、多くの生徒を預かるからには常に
学ぶ心を失うな、という指導者の心構えを大切
に一年一年を積み重ね、横浜ラグビースクール
の伝統が作り上げられて来ました。
　伝統とは古い技術や教えを受け伝えていくも
のではありません。それはただの伝承にすぎず、
古いものを大切にしながら新しい文化を積み重
ねていくことが真の伝統といえます。とは云え、

伝統は完成するものでもありません。常に挑戦
し創造する姿勢を失わず､ 新しい技術や戦術を
学習して、横浜ラグビースクールの新たな伝統
を作ることにチャレンジし続けます。
　横浜ラグビースクールの伝統の中で「7つの誓
い」という標語が作られました。朝礼では全員で、
試合ではキックオフ直前に出場選手が唱和をし
ます。キャプテンの合図で選手全員が7つの誓
いを唱和しているうちに、チームの心が一つに
なり結束力が沸いてきます。そしてその結束が

「感動的なプレー」を生み、選手にも応援の生徒
にも「感動」が伝わっていきます。
　「感動」は人が成長していく過程でなくてはな
らないものです。文学・音楽･美術・演劇など人
を感動させる文化に勝るものにスポーツ文化が
あります。スポーツは観る者以上に本人が感動
を体験します。そして勝利に結びつかなくても、
感動を共にした仲間が出来ていく事で人格が作
り上げられます。そのような「感動体験」で横浜
ラグビースクールの中に「スポーツ文化」という
新たな伝統を作り上げることを目標にしてまい
ります。
　創立50周年となる2019年はワールドカップ
が神奈川県でも開催される予定です。その時に神
奈川県ラグビースクール卒業生（出来れば横浜ラ
グビースクールの卒業生）の中から、桜のジャー
ジーを着て大きな感動を与えてくれる選手を送
り出すことが出来れば夢の実現となります。
　先人の努力の積み重ねで、横浜ラグビースクー
ルが目指すべき方向はみえておりますが、県ラ
グビー協会をはじめラグビースクールを愛して
くださる皆様方のご理解があってこそのことで
あります。
　今後とも横浜ラグビースクールの活動に一層
のご指導とご理解をお願い申し上げます。

スポーツ文化を伝統にしたい

校　長　波多野　義重
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祝辞ご挨拶

　横浜ラグビースクール40周年おめでとうござ
います。
　昨年12月半ば、神奈川県ラグビー協会の事務
局へ波多野校長を訪ね、古い資料を見ていたと
ころ、昭和45年のスクール創設時の指導員名簿

（当時はまだ神奈川ラグビースクール）が出てき
ました。その中に、当時の事務局芦沢先生や現
神奈川県ラグビー協会の齋藤会長などスクール
設立当初に携わった大先輩の方々のお名前を見
るに付け横浜ラグビースクールの歴史を感じず
にはいられませんでした。
　その後の名簿は見当たりませんが昭和53年の
4学年のところに私の名前も載っておりました。
と言う事は、自分が数年前に横浜ラグビースクー
ルを退任するまで、かれこれ30年位（途中仕事
の関係で2年程ブランクあり）、今までの人生の
半分位をスクールに関わってきたことになるの
だと分かり感慨深いものがありました。
　いろいろ懐かしい思い出が蘇ってきましたが、
この30年の中で、特に思い出されるのは、今と
違った土のグランドのことです。その頃、練習
日の朝、故三橋先生が指導者や生徒が来る前に
自家用車（日産スカイライン2,000GT. 物凄い
馬力）の後ろに鉄製の大きな鍬を付けて引っ張
り、それを見ている者は車が壊れるのではとハ
ラハラしていましたが、エンジンが唸りをあげ
てグランドの端から端まで凸凹を直し安全に練
習が出来る様に地ならしをしていただいたこと
です。
　この後、練習前に全員が横に一列に並んで小
石を拾い、グランドを綺麗にしてから練習を開
始したのを覚えています。
　今は人工芝に生まれ変わり、冬季には凍って

いた土が日に当たると溶け出してドロドロに
なったグランドで泥んこになって練習した事、
夏は土ほこりの中で真っ黒になって練習し、何
れも家ではジャージーの洗濯が大変だった事、
日曜日の天気はどうだろうかと二三日前から天
気予報を心配した事等々隔世の感があります。
それでもこの環境の中から、高校、大学、トップ
リーグで活躍している数々の生徒たちが育った
ことを思うと胸に迫るものがあります。
　この人工芝の誕生には、現神奈川県協会の齋
藤会長を筆頭として、多くのラグビー関係者の
並々ならぬご支援があった事（横浜ラグビース
クールの関係者にも署名活動等にご協力いただ
き人工芝化へ役立つったことと思います）を私達
は忘れてはならないと思います。
　この素晴らしい環境で練習、ゲームが出来る
事は諸先輩のご尽力があった事をこの40周年の
節目に指導者、生徒と共にもう一度感謝の気持
ちを新たにし、後世にもこの歴史を伝えていた
だければと思います。
　最後に波多野校長のもと、50年、60年周年に
向け更に飛躍されん事を祈念しお祝いの言葉と
させていただきます。

創立40周年記念に思う

第7代校長　山口　重之
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ご挨拶

　この度皆様のおかげをもちまして40周年を迎
えられた事を非常に感謝いたします。
　これからも更なる良き伝統を皆様と共に築い
て行こうと身が締まる思いです。　
　さて、私が、横浜ラグビースクールにお世話
になった時の事を改めて考えてみますと
　ラグビーのラの字も知らない当時小学4年の
息子と新聞の募集広告を見て5月に保土谷グラ
ンドに故加藤元校長やその他の先輩コーチを訪
ねた時の事でした。
コーチ（息子へ）「ラグビーやってみたい。」
息子「・・・・・・・・・・」
私（早くラグビーしたくて）「私がコーチになっ
てビシビシ鍛えますから・・・」
コーチ「我々は、息子さんにラグビーを好きに
なってもらいたいたいのです。お父さんがコー
チをしたいのであれば後日改めて申し込みして
下さい。」
私「・・・・・・・」
息子は、担当コーチとグランドへ　見送る私は
ただ呆然と
息子「良かったお父さんと別々で」
　この時の事は17年経った今でも1つの教訓と
して心に残っています。そのまま2人でいたら
きっとうまくいかなかったと思います。自ら進
んで最初から来ている生徒諸君は少ないと思い
ます。でも、その子達が卒業まで頑張り「ラグビー
楽しかったよ。」と言ってくれた時の嬉しさと感
謝の気持ちで涙が出そうになりました。
　今と昔のラグビーも基本は少しも変わってい
ません。皆で1つのボールをつなぎ相手のイン
ゴールへ運びトライを奪います。それを阻む為
に勇気を持ってタックルします。

　そして、ノーサイド。もう敵も味方もありま
せん。そこにいるのは、努力と強い責任感、そし
て味方を大切に思い、相手を尊重する人間です。
幼いころからそういう気持ちを持てるような大
人になればと考えます。
　つきましては、試合を見に来られたご父兄に
お願いがあります。良いプレーをした子供、頑
張った子供は自分のチームだけでなく相手の
チームにも同じようにしてあげてください。
　最後に、オリンピックにラグビーが採用され
ました。そのため、どうしてもそちらに目がいっ
てしまいますが、地に足を着けて基本の「好きに
なってもらう」を大切にしたいと考えます。

横浜ラグビースクールの
40周年について考えること

副校長　遠藤　泰男
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祝辞ご挨拶

　我が家（現在は両親の住む実家）の柱には、ず
いぶん前から父の写した1枚の古びた写真が父
の手製の厚紙で作った額に入り飾ってある。中
に写る写真には、小学生の兄弟が赤白の段柄
ジャージを着て立っている。背の高い方は「面白
くない」といった表情で収まっていて、小さい方
は何も分からずあどけない表情で佇んでいる。
　私がラグビーと出会う事になった今はなき「東
京ラグビースクール」在籍当時のグランドでの
一コマで、その東京ラグビースクールの同級生
数名は「神奈川県にもラグビースクールができる
ことになった」との理由でグランドに来なくなっ
たと記憶している。当時のぼんやりとした記憶
のこと誰が来なくなったかは定かにならないが、
今にして思い起こせばこの時こそ我が横浜ラグ
ビースクール（当時の名称＝神奈川県ラグビース
クール）の発祥であり、我が同級生数名が栄えあ
る一期生として、産声をあげた神奈川県ラグビー
スクールの大先輩にあたることになる。そのス
クールにこうして長く関わらせて頂くことにな
ろうとは、ゆめゆめ想像外の出来事であり、改
めて‘縁’の深さを感じざるを得ないと、この出
会いに感謝する次第である。
　平成8年4月勤務先の命により神奈川県にお
世話になることとなり、息子にもラグビーを･･･
と考え通える範囲の数スクールと連絡を取り、
中でも熱心に説明をして頂いた加藤元校長の話
しに誘われ横浜ラグビースクールへと息子の手
を引くこととなった。
　手を引き引率していた息子たちも3月で2番
目の息子も卒業と、引率する相手もいなくなる
が、‘ラグビースクール’は私のラグビーの原点
であり最後の最後に残った私とラグビーとを結

びつけてくれる貴重な場所になった。それもこ
れも、息子のスクール探しの電話で熱心にお話
し頂いた加藤元校長が、今度はグランドで息子
を見るだけだった私に、あの人なつっこい笑顔
で「マルちゃん、今度はジャージ持って来なよ」
とお誘いを頂いたことからだった。
　息子の縁で出会って10数年、横浜ラグビース
クールはなくてはならない場所となった。幸い
なことに妻は‘黙認’という形式ではあるが週末
のスクール活動を応援してくれており、この応
援があればこそとこの場を借りての感謝と今し
ばらくの黙認を頂戴したい。
　大勢の子供たちが楕円球に触れ歓声を上げ
る姿を見つつ、いつの日か小さな手を引く立派
に成長した姿の父や母となり、また保土ヶ谷の
地に帰ってくる日まで、幾多の先輩指導者の皆
様方が守り成長させて来られた伝統の横浜ラグ
ビースクールを我々の手で新しい1ページ紡ぎ
後進に託したいと考える。
　末筆ながら、スクール活動は週末手弁当で指
導にあたられる指導員各位とそのご家族の皆様
方の深いご理解で支えられている。改めて深謝
申し上げるとともに、引き続きのご尽力を頂戴
し今の苦労が報われるのは（出来れば2019年）
Ｗ杯で駆る、かつてのエンジ色のジャージの小
さなラガーマンの成長した姿に出会うことと念
じている。

創立40周年に思うこと

副校長　丸本　良之
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ご挨拶

　横浜ラグビースクールは40周年を迎えること
ができました。
　スクール運営に携わる一人として生徒、卒業
生、ご父兄、指導員へ厚く御礼申し上げます。
　ご承知の通り、スクールは約80名の指導員に
よって運営されています。全員がボランティアで
す。子息がスクール生の指導員が多いのですが、
ご自身の子息がスクールを卒業しても指導員を続
けられる方も大勢いらっしゃいます。ラグビーが
好きなのは勿論ですが、それ以上に指導員を引き
付ける魅力は何なのでしょうか。
　指導員と杯を傾ける時によく“子供が喜ぶ顔を
見るのは嬉しい、タックルが苦手だった子供が
出来るようなった、普段は頼りない子供が試合
の時に見せる真剣な表情が頼もしい、何気なく
子供が言った子供の言葉にやる気が出た”等の話
が良く出ます。子供の成長を感じる事は指導員
の喜びになります。
　スクールの練習や試合は決して楽しいことば
かりではありません。時には辛い練習や指導員
にしかられ、チームメートと喧嘩もするでしょ
う。試合に負け涙を流し、悔しさを体験する事
によって生涯を通じて付き合える友達作りがで
きます。
　少子化や子供の趣味の多様化により、外で遊ぶ
子供たちの姿を見かけることが少なくなりました。
　私たちの子供の頃は必ず年長のガキ大将がいて、
年下の子供はそこで学び社会性を身につけました。
　スクールは学校や性別の違う3歳から15歳の
子供達が通い、同じ楕円球を追いかけながら多く
の事を学び巣立って行きます。卒業していった子
供達が練習に来てくれる事が本当に嬉しいです。

　横浜ラグビースクールは底辺の拡大、ラグビー
という競技の普及に加え、それ以上にラグビー
という素晴しい競技、精神を通じて心身共に成
長してもらう事を目的としています。お陰様で
スクールの生徒数は増加傾向にあり、2019年の
ワールドカップ開催、7人制のオリンピック種目
採用等、注目度も高まっています。これからも
横浜ラグビースクールの活動は50周年、60周
年と続きますが、今後も創立の趣旨、精神を大
事に伝えて参りたいと思います。最後になりま
すが、週末になるといそいそとグランドに出か
ける指導員を温かい目？で見守って下さるご家
族のご理解に感謝いたします。

40周年に向けて

運営委員長　安田　智之
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祝辞ご挨拶

　「横浜ラグビースクール創立40周年」おめでと
うございます。

　私とラグビーの出会いは、今から40年前の小
学4年生の時に当時三ツ沢小学校で教諭をされて
いた瀬尾先生のお誘いで神奈川ラグビースクール

（横浜ラグビースクールの前身）に、菊名小学校の
同級生10数名と参加させて頂いたのが全ての始
まりでした。2年間という短い間の在籍でしたが、
当時の思い出というか、微かな記憶として「練習
は隔日曜日、雨天時は日大高校の体育館での練習」
だったと思います。やはり一番印象深い思い出と
言えば菅平合宿になるでしょう。「レモンをかじ
りながら登っても、登っても頂上が見えない根子
岳登山」、「宿舎・四阿屋の部屋で上級生とラグビー
ボールでふざけ合い、窓ガラスを割ってしまい正
座で説教を食らった事」、今だからこそ笑って話
せる良い思い出です。
　中学時代、文化部だった私は「高校へ行ったら
何かスポーツをやろう」と思い選択したのがラグ
ビーでした。多少なり経験があるだけで入部した
ラグビー部。ところが当時県下強豪校であったと
は知らず、入部したはいいが上下関係の厳しさ、
きつい練習にもついて行くのがやっとのこと、挫
折しそうになりながらも3年間を全うすることが
できた事は、人生にとって有意義な経験になりま
した。
　月日は流れ家庭を持ち、息子達に何かスポーツ
をと思った時、やらせるなら一緒にできるものが
良いとラグビーを選択し、およそ30年ぶりに再
びこの横浜ラグビースクールに戻ってきました。
まず長男が小1年で入校し熱心に指導されている
指導員をみていると、自分にはコーチング・スキ

ルもなく一緒にグランドに降りることなどおこが
ましいと思い、暫くはグランド・サイドで傍観し
ていました。そんなある日、保土ヶ谷ラグビー場
で神奈川不惑クラブに所属され、私をラグビーに
導いてくれた瀬尾先生と何十年振りかに再会する
事ができました。その時に「何故グランドに降り
ない？」「指導員は多ければ多いほど良い！」と促
され心が動かされました。
　当時校長の加藤先生や同世代の指導員・高井先
生らの熱心な勧誘に押され、次男・三男（双子）が
幼稚園・年長でお世話になるのを機にお手伝いで
グランドに降りたのが私の指導としての始まりで
した。当時、生徒達から先生と呼ばれると背中が
痒くなるような気がし、少しでも早く指導員とし
て自信が持てるよう生徒達と一緒にグランドを駆
け回りました。あれから10年親子でラグビース
クールに通い、わが子供達も卒業し、昨年末には
県スクール委員会から功労賞なるものを頂きまし
た。私は来年50歳に成ります。10年後はワール
ド・カップ日本開催と横浜ラグビースクール半世
紀を迎えます。許される限り体の続く限り、生徒
たちと一緒にラグビーを楽しみながら頑張って行
きたいと思う次第です。
　指導員をさせて頂き、携わる子供たちの純朴さ
に心が洗われながら、子供たちの持つ多くの可能
性と良き未来への導きに少しでも役立てれば本望
です。

回　想　録

総　務　渡辺　賢吉



10

ご挨拶

　横浜ラグビースクールのスクール生・ご父兄・
指導員が、情熱と指導に工夫を重ねて、40年の
歴史を迎えることができました。私もその一員
として、子供達と一緒に走って、タックルして、
笑って、泣いて、26年になりました。
　私の好きな言葉で、元フランス代表のキャプ
テンのリブが、『ラグビーは、少年を一番早く男
にし、男に永遠に少年の魂を抱かせてくれる。
だからラグビーは素晴しい!!』という有名な言葉
があります。私が指導員としていつも心掛けて
いることは、横浜ラグビースクールの子供達だ
けでなく、相手チームの子供達にも、試合の勝っ
た敗けたという結果よりも彼らが大人になった
時に『ラグビーをやっていて良かった。いい仲間・
スポーツに出会って良かった。将来、自分もラ
グビーを教えたいなあ!』と思ってもらえるよう
なラグビーの魅力を伝えたいということです。
　指導方法としては、埼玉県のRS指導員　長谷
川貴則さんが、『教えないで教える』という本の
中で、逆説的な表現ですが、手取り足取りすべ
てを説明して教えるのではなく、ヒントを与え
て子供たちに考えさせて、気づかせることが重
要であると書いてあるのを読み、以前から頭の
中であいまいだった部分が、すっきりとクリア
になった気がしました。子供たちに自信を持た
せる“キッカケ”になれる指導が出来るように心
がけています。
　また、『ルールブック』ラグビー憲章の目的に、

『ゲームの目的は、それぞれ15名からなる2つ
のチームが、フェアープレーに則り、競技規則
に従い、スポーツ精神に基づき、ボールを持っ
て走り、パス、キックおよびグランディングして、
できる限り得点を多くあげることである。』と書

かれてあります。私がレフリーを始めた頃、先
輩レフリーから「ラグビー憲章は、読めば読むほ
ど、奥深いことが書かれて、味わい深いので、試
合前に必ず何度も読み返す」と教わったことをよ
く覚えています。
　有名な話ですが、オールブラックスとウェー
ルズとのテストマッチ中に、ウェールズのプレー
ヤがタックルで頭を強打して倒れました。一時
的な意識不明の状態になりましたが、ボールは
動いていました（プレイオン）。すると元オール
ブラックスのキャプテン　ウマンガは、試合中
にも関わらず、自身のプレーをやめて、倒れて
いる相手のウェールズプレーヤに近寄り、介抱
しました。試合をするのは、『敵』でなく、『相手』
であり、試合が終われば、ゲームオーバやゲー
ムセットでなく、ラグビーは“ノーサイド”です。
　これからもフェアプレー精神を持ち続け、感
謝の気持ちを忘れずに、50周年に向かって、ラ
グビーの底辺を支えていきたいと思います。
　これからもラグビー大好き指導員の一員とし
て♪♪♪

ラグビー大好き

GA（ゴールデンエイジ）総括責任者　高井　弘幸
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祝辞ご挨拶

　横浜ラグビースクール創立40周年、誠におめ
でとう御座います。同時に神奈川県ラグビース
クール発祥40周年を迎え、このような記念誌に
投稿させて戴きます事、誠に光栄で御座います。
　現在、私は神奈川県ラグビーフットボール協会
スクール委員会の副委員長として活動させても
らっています。現在、県下のラグビースクールは
15あり、生徒数は2009年度実績で2,200名を
越える大きな組織です。この生徒数にご家族が行
動を共にされる訳ですから、年間の競技大会・各
種イベントは大変な活況となります。このような
年間行事がトラブル無く行われるのは生徒のご父
兄やスクール指導者の御協力もさる事ながら、ス
クール委員会内各部会の指導者達の惜しみない普
及活動が在る事を忘れてはいけません。現在、ス
クール委員会にはジュニア部会、競技部会、CS

（コーチソサエティ）部会、事業部会、広報・普及
部会、安全対策部会と6つの部会がそれぞれの役
割分担で年間数十回の部会を開催し、様々な検討
協議を重ね、各スクール代表者が定期的に集まる
評議委員会で様々な事項が決定されます。その決
定事項を各部会の指導者達が、競技大会・各種イ
ベントで縁の下の力持ちとなり早朝や年末・年
始より活動しているのです。まさにOne for all, 
all for oneの精神ではないでしょうか。これも
神奈川県ラグビースクールを開校して戴いた先輩
方からパスをもらい、その精神を後進に託すとい
うサイクルが着実に40年間行われてきた賜物で
決して短期間で達成出来るものではありません。
そこに40周年という歴史を感じます。
　私事ですが、今は亡き加藤先生にそそのかされ、
グランドに降りてから早や10年が経過いたしま
した。どこに行っても誰とでも、変わりなく親し

く話され、生徒たちや他スクールの指導者にも慕
われた当時の校長先生が昨日のように思い出され
ます。菅平では毎年初日、いろんな場所に挨拶廻
りをされ、親睦を深めておられました。とあるス
ポーツショップで亡くなられた翌年、女性スタッ
フの方に加藤先生の事を報告すると、その方は他
のお客さんをはばかる事無く号泣され、思わず私
も一緒に泣いてしまいました。ラグビーを通じて
あんな大きな方とご一緒出来た事で、自分もだい
ぶ成長させてもらったと感謝しています。
　幼稚園や小学校時代から、こんな素敵な大人が
たくさんいるラグビースクールで学んだ子供たち
は、きっと立派な大人になる事でしょう。自分も
幼稚園時代から横浜ラグビースクールで学びた
かったなー、と、思う今日この頃です。

ラグビースクールと共に10年

神奈川県ラグビーフットボール協会
普及育成委員会ラグビースクール委員会副委員長

山藤　哲郎
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　横浜ラグビースクール創立40周年、神奈川県
少年ラグビースクール発祥40年おめでとうござ
います。多くの子供たちが、スクールでラグビー
を経験し巣立っていったこと、とても素晴らし
いことです。いつも応援してくださるご父兄に
感謝申し上げます。また、「井戸の水を飲むとき
には、井戸を掘った人に感謝して飲め」という言
葉があるように、横浜ラグビースクールの創立
と発展にご尽力された指導員の方々のご苦労と
献身的なご努力を思うと心より敬服します。い
ま自分が横浜ラグビースクールの指導員として、
ラグビーを通して子供たちの成長の場にいられ
ることに感謝します。
　私は現在、神奈川県協会スクール競技部会長
として微力ながら、小学生・幼稚園の県大会、交
流大会などのお手伝いをさせていただいていま
す。県内15スクールの指導員の皆様とともに運
営の仕事をしていますが、ラグビーとその子ど
も達への思いの深さにいつも感動しています。
もしも「日本地図」にラグビースクールへの熱意
の強さを、色づけしていくならば、神奈川県あ
たりの色が相当に濃くなるはずです。平成21年
度のミニ（小3〜小6）県大会は、15スクール、
98チームのエントリーによる182試合が行われ
ました。もっともっと少年ラグビー人口が増え
ることを期待します。
　グラウンドで子どもたちに接していると、当
然ながら一人一人に違った個性があることに気
づきます。黙々とよく走る子、思い切りの良い
プレーができる子、苦しいときにがんばれる子、
周りに気遣いができる子など、全員それぞれ長
所があります。練習中、私達指導員は、「できな
いプレー」を指摘する機会が多くなってしまいが

ちですが、その子の長所こそ評価してやること
が大切だと反省します。そして、「できなかった
プレーができるようになった」ときに一緒に喜べ
る指導員になりたいものです。
　私の好きな言葉の一つが、糧

かて

です。「心の糧
かて

」
というように、精神の活力の源泉といったもの
です。私は現在、中学生の指導を担当させてい
ただいています。スクールを卒業していく選手
にとって、ラグビーを通じて、自分と戦い、仲間
と心を一つにした経験は、これからの人生の糧
になり、困難に直面したときに勇気の源になる
ことでしょう。
　子どもたちにラグビーを教えながら、自分が
勉強させてもらっています。

RUGBY	IS	MY	LIFE
神奈川県ラグビーフットボール協会
普及育成委員会ラグビースクール委員会
競技部会長

角田　　誠
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　横浜ラグビースクール創立40周年及び神奈川
県少年ラグビースクール発祥40年おめでとうご
ざいます。
　横浜ラグビースクールの創立と神奈川県少年
ラグビーの発展に尽力された多くの先輩指導員
の方々に感謝すると共に敬服致します。我々、現
役指導員は諸先輩方のご尽力に報いられる様に
全力で少年ラグビー発展の為に貢献したいと思い
ます。
　私事で恐縮ですが、今から14年前の秋に大阪
勤務から横浜へ戻った折に偶然二人（息子、娘）
の子供が通い出した幼稚園の同級生が吉峰先輩

（味の素）のお子さんだった関係で横浜ラグビー
スクールに誘って頂き、これが私と横浜ラグビー
スクールとの最初の出会いでした。ここからは多
くの指導員の方々がご経験された故加藤校長の

「耳元ささやき勧誘」による指導員生活の始まり
で翌年の春からグランドに立つ事になってしまい
ました。
　あれから14年が経ち息子と娘は悲しい事にラ
グビーからは綺麗さっぱり足を洗い現在は音楽の
世界を目指して4月から大学と高校へ進学致しま
す。（両親のＤＮＡを考えると音楽は全く縁の無
い世界だと思っているのですが・・・）
　親父は誰に頼まれた訳でもないのに未だにグラ
ンドへ通い続けています・・・
　幼稚園から始まりＪｒのお手伝いをスタートさ
せた頃は1学年で1チームを作る事が出来ない様
な状態が何年も続きましたがミニの指導員の方々
の多大な努力で現在の様な大所帯のＪｒチームと
なりトップチームを含めて各学年が1チーム以上
のメンバーを抱えており県内随一の人数と質を誇
るスクールとなっております。

　創立40周年を飾るに相応しい話題と致しまし
て「2010年度新人戦トップチーム優勝」のご報告
をさせて頂く事が出来ましたのも横浜ラグビース
クールに係わる全ての方々のご協力応援の賜物と
Ｊｒ選手・指導員を代表致しまして御礼申し上げ
ます。（本当に有難うございます。）
　これからも横浜ラグビースクールが創立50周
年、60周年と更なる発展を遂げる事を見届けて
参りたいと思います。

40周年記念誌に向けて
神奈川県ラグビーフットボール協会
普及育成委員会ラグビースクール委員会

ジュニアCS（コーチング・ソサエティー）部会長

井上　史彦
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　横浜ラグビースクール創立40周年にあたり、
神奈川県ラグビー普及のためにラグビースクー
ルの創立に奔走された先駆者の活動を、こんご
神奈川県下各スクールの指導に当たられる皆様
への参考として作成いたしました。
　戦後、今の保土ヶ谷グランドは自衛隊が運動
場として使用し、故三橋洋二氏（県立鶴見高校
OB）が保土ヶ谷自衛隊にラグビーを教えてい
ました。三橋氏はラグビースクール創設の夢を
描いていたところ、「実は神奈川県の行政にラグ
ビー専門のグランドを造る構想がある」との情
報に保土ヶ谷グランドをラグビー場にしてラグ
ビーの底辺拡大が出来ると考えたようです。
　国大ラグビー部OBで戦後の神奈川県ラグ
ビー復興にご尽力された故増田信干氏（4月に行
なわれる神奈川7人制大会は氏の功績を忘れな
いため創設）と故小野田県協会会長が県の行政に
再三にわたり交渉し実現に近づきました。
　芦沢先生談（当時日大高校監督・元県協会理事
長）：昭和44年に県協会の小野田会長から「津田
県知事との約束で保土ヶ谷にラグビー場を造る
ことになったが、試合をするだけではなくホー
ムグランドとして活用する組織を作るように、
と要請されたので、とっさに君の名前を出して
ラグビースクールを創りますと申し上げた」との
ご指示であわただしくラグビースクールを開設
することとなりました。
　当時、日本にラグビースクールはほとんど無
く、東京ラグビースクール山口栄一校長のご助
言をいただき規則や指導方針などを参考にさせ
ていただきながら、昭和45年（1970年）4月29
日（昭和天皇誕生日）を創立日として発足しまし
た。スタート時は指導する先生10名、生徒28
名だったと記憶しています。

昭和47年の交流大会（横須賀大津グランド）左から
故三橋先生　渡辺隆司先生　中川先生　故増田先生
故河野校長　渡辺先生、故宇野先生　瀬尾先生

編集委員波多野調べ：小野田康一県協会会長を初
代校長にむかえ運営責任者に芦沢作男先生、故三
橋洋二氏、故五十嵐理事長（ご子息が入校）、故
増田信干氏、渡辺隆司氏などが中心になりスター
トしたようです。また、当時三ッ沢小学校の先生
だった瀬尾氏が自校の生徒を引き連れて参加し、
菊名小学校の先生で瀬尾先生の奥さんが生徒を
つれて参加してくれました。今、横浜ラグビース
クール3年生の指導員渡辺先生は瀬尾先生の奥
さんから誘われて4年生で参加しました。横須賀
市から青木良紀先生が大津小学校の6年生7名を
連れ竹本先生と共に参加しました。
　創立時の神奈川県ラグビースクールは横浜地区
と横須賀地区から生徒が集まりスタートし、1年目
は23名で第1回の夏合宿を菅平で実施しました。

昭和47年8月：第3回菅平合宿

神奈川県ラグビースクールの歴史
文責：横浜ラグビースクール 波多野義重
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　その後神奈川大学ＯＢの故河野氏（第4代校
長）、故岡田氏（小田原市）など神奈川県での始
めてのラグビースクールを成功させようと思っ
た方々の熱意が稔り着実に歩みをはじめました。
春口廣氏（元関東学院大学監督）、齋藤直樹氏（元
日本ラグビー協会トップレフリー）等も折りを見
て指導に当たられました。昭和45年度神奈川県
ラグビースクール「指導者及び生徒名簿一覧」が
1冊だけ残っています。初代校長小野田康一、副
校長増田信干、五十嵐周司氏、庶務齋藤幸雄氏（現
会長）、平尾清勝氏（現副会長）の名前が記され
ています。

昭和45年4月29日開校時の指導員名簿

　新入生は横浜市内の4，5，6年生10名と横須
賀市立大津小学校6年生7名が名簿に記載され
ていますが、現在、神奈川県ラグビー協会に多
大なご協力をいただいておりますタカナシ乳業
㈱社長の高梨信芳氏の名前（当時大津小学校6年
生）があります。

その後の各スクールの創立
（指導者生徒数は2010年現在）

1971年　昭和46年
藤沢市ジュニアラグビースクール創立。
校　名：	藤沢ラグビー蹴球倶楽部藤沢ラグビー

スクール
所在地：	〒252-0801	藤沢市長後976-5
校　長：	野本峰生　生徒数202名　指導者数66名

藤沢ラグビースクール
神奈川県ラグビースクール藤沢分校時代

1973年　昭和48年
横須賀市ラグビースクール創立。
神奈川県ラグビースクール横須賀地区として活
動していたが､ 正式に創立する。
所在地：	〒239−0844	横須賀市岩戸3-23-8
校　長：	青木克明　生徒数231　指導者数33名

横須賀ラグビースクール　1972年菅平合宿
神奈川県ラグビースクール横須賀地区時代
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1976年　昭和51年
鎌倉ラグビースクール創立。
所在地：	〒248-0031	鎌倉市鎌倉山4-10-6
校　長：	中谷　旭　生徒数152名　指導者数15名

川崎市ラグビースクール創立。
所在地：〒228-0827	相模原市磯部1757-6
校　長：	渡邉信博　生徒数149名　指導者数24名
神奈川県ラグビースクール協議会発足する。

　神奈川県ラグビースクール、藤沢ジュニアラ
グビースクール、横須賀市ラグビースクール、
鎌倉ラグビースクール、川崎市ラグビースクー
ルが加盟。初代幹事長は藤沢ジュニアＲＳの盛
晴海氏。

第1回ラグビースクール大会
神奈川県ラグビースクール創立より6年後の昭
和51年5月30日に第1回の神奈川県ラグビー
スクール大会が早稲田対明治戦の前座として開
催されました。神奈川，横須賀，藤沢，川崎，鎌
倉の5スクールが集まり三ツ沢球技場でおこな
われ、Ａチームは中学1年生と小学6年生、Ｂ
チーム小学6年生と5年生チームでおこなわれ
ました。
初代スクール協議会幹事長故盛晴海氏（藤沢Ｒ
Ｓ）の書評が残っています。
5スクール700名あまりの生徒全員が集合し、
折からの雨雲を吹き飛ばすかの様に元気一杯、
入場、体操など、グランド一杯に展開した。対抗
試合は神奈川、横須賀、藤沢、の3校でおこなわ
れ開校まもない川崎、鎌倉の生徒は観戦にまわ
り両スクール指導員がレフリーをつとめた。
　各スクール共、日ごろの練習の成果を十分に発

揮して、少年とは思えないようなプレーもしばし
ば飛び出し、早朝より集まった千余の観客からは
称賛の拍手が鳴り続いた。全試合を通して危険な
プレーは一切見られなかった。このことは､ 日ご
ろよりフェアプレーを常に心がけた、先生達の献
身的な指導の結果であり敬服のほかない。
　指導するグランドは違っても､ 県下それぞれ
のスクールの方針が、ラグビーの健全な発展を
願って進んでいることは心強い限りである。
　本大会で特徴的だったことは、参加生徒のほと
んど全員が試合に出場したことである。対抗試合
であることから、勝つためのチーム編成をするこ
とは当然である。しかし今大会はこれを意識的に
さけて、スクールの方針である普及指導の精神を
強調して、「一人でも多く対抗試合の経験を得る
こと」を目途に各スクール共メンバーを編成した。
ゲーム方式も変則ではあるが、前半で交代を自由
にし、より多く出場できる様にはかった。
　チャンピオンゲームとして、ラグビーを考え
れば種々意見もあると思うが、あくまでも普及
指導を念頭におき、今後共この形式を進めて行
きたいと思っている。
10月10日第2回神奈川県ラグビースクール
大会開催。

1977年　昭和52年
グリーンラグビースクール創立。
所在地：	〒227-0024	横浜市青葉区市ヶ尾町

1722
校　長：	越後正人　生徒数136名　指導者数2名

（グリーンクラブ50名）
第3回神奈川県ラグビースクール大会が8ス
クール参加で開催される。
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1978年　昭和53年
麻生ラグビースクール創立。
所在地：	〒206-0024東京都多摩市諏訪1-711-5
校　長：	三浦幸宏　生徒数124名　指導者数80名
第4回神奈川県ラグビースクール大会開催。

1979年　昭和54年
横浜ＹＣラグビースクール創立。
所在地：	〒231-0813横浜市中区矢口台51
校　長：	有馬弘政　生徒数30名　指導者数9名
第1回全国中学生大会関東地区予選大会が開催
され、神奈川県ラグビースクールは山梨ＲＳ、
成蹊中、慶應中等部を破り優勝し関東代表にな
る。昭和55年1月第1回全国中学生大会に出場
し準決勝で敗退するも3位決定戦で東海・愛知
代表北陵中を破る。
第1回神奈川県中学生大会が開催される。
第5回神奈川県ラグビースクール大会開催。

1980年　昭和55年
秦野ラグビースクール創立。
所在地：	〒257-0031	秦野市曽屋6034-15
校　長：	村上貢　生徒数63名　指導者数14名
第6回神奈川県少年ラグビー大会（ラグビース
クール大会を改称）開催。

1981年　昭和56年
厚木ラグビースクール創立。
所在地：	〒254-0002	平塚市横内3308-2
校　長：	佐久間叡三　生徒数58名　指導者数6名
第7回神奈川県少年ラグビー大会開催。

1985年　昭和60年
海老名ラグビースクール創立。
所在地：	〒243-0406	海老名市国分北1-30-5
校　長：	武田小三郎　生徒数72名　指導者数33名

湘南ラグビースクール創立（現在解散）。

神奈川県スポーツ少年団創立20周年記念
第9回　神奈川県少年ラグビーフットボール大会

第11回神奈川県少年ラグビー大会開催。

1987年　昭和62年
神奈川県ラグビーフットボール協会創立40周年

　第13回神奈川県少年ラグビー大会開催。

1991年　平成3年
田園ラグビースクール創立。
所在地：	〒225-0003	横浜市青葉区新石川1-6-2
校　長：	赤間敏雄　生徒数346名　指導者数76名
第17回神奈川県少年ラグビー大会開催。
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1994年　平成6年
茅ヶ崎ラグビースクール創立。
所在地：	〒253-0055	茅ヶ崎市中海岸4-10-1
校　長：	大島泰毅　生徒数148名　指導者数5名

茅ヶ崎ラグビースクール　開校式1994年3月

第20回神奈川県少年ラグビー大会開催。

1995年　平成7年
相模原ラグビースクール創立。
所在地：	〒228-0814	相模原市南台4-13-21-103
校　長：	姫野修三　生徒数154名　指導者数63名
　第21回神奈川県少年ラグビー大会開催。

1996年　平成8年
大和ＣＣラグビースクール創立。
所在地：	〒242-0003	大和市林間2-3-18
校　長：	山本　敬介　生徒数152名　指導者数

大和クラブとして45名

大和ＣＣラグビースクール　1994年

第22回神奈川県少年ラグビー大会開催。
神奈川県ラグビースクール協議会創立20周年。

2010年神奈川県ラグビーフットボール協会新年式
松沢知事を囲んで神奈川県普及育成委員会スクール担当
役員の方々
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所在地:	 〒230-0012横浜市鶴見区下末吉4-14-12
代　表:	 波多野義重　生徒数324名　指導者数82名

1970年　昭和45年4月29日創立

保土ヶ谷ラグビー場に神奈川県ラグビース
クール（現横浜ラグビースクール）を開校する。
初代校長故小野田康一神奈川県ラグビー協会
会長　事務局芦沢作男先生。
小学4年生以上と中学1年生まで、生徒28名
と指導員10数名でスタート。日大高校芦沢先
生、鶴陵クラブ三橋・渡辺先生、瀬尾先生、横
須賀市青木良紀・竹本先生などが創設に参加。
8月7日〜10日第1回菅平合宿実施　@5,500 
23名参加。
12月20日閉校式を行なう。
年会費@2000　生徒57名　指導者21名

県交流大会:後列中央故増田先生　右故鈴木先生　右端
故三橋先生　中列左竹本先生

1971年　昭和46年

小学2年生まで入校許可をし4月18日開校式。
校長小野田康一県協会会長、8月6日〜9日第
2回菅平合宿を実施生徒55名参加。この年日
本協会より公認スクールに認定される。12月
19日閉校式。
年会費@2000　生徒90名

この年藤沢市ジュニアラグビースクールが開
校する。

1972年　昭和47年

横浜地区・横須賀地区の生徒で4月開校。小学
1年生まで入校資格を下げる。8月4日〜7日
第3回菅平合宿を実施、生徒75名参加。12月
17日閉校式。
年会費@3000　生徒148名

神奈川県ラグビースクール第3回菅平合宿:
辻先生（現横浜商大校監督）　故中野目ドクター

1973年　昭和48年

4月開校式。8月3日〜6日第4回菅平合宿を
実施（横浜52名、横須賀29名参加）。
横須賀市ラグビースクール開校する。
横須賀地区の生徒を連れて神奈川県ラグビー
スクールに所属していた青木良紀、竹本先生
を中心に創立。
12月16日閉校式。
年会費@4000　生徒146名　指導者33名

1974年　昭和49年

4月14日開校式。8月2日〜5日第5回菅平合
宿を実施,4年生以上生徒68名が参加する。
12月15日閉校式。保土ヶ谷体育館完成する。
事務局故三橋洋二氏。
年会費@4000　生徒184名　指導者29名

横浜ラグビースクール40年の歴史
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1975年　昭和50年

4月13日開校。8月1日〜4日第6回菅平合宿
を実施、4年生以上75名が参加。
9月12日県ラグビースクール協議会（現ラグ
ビースクール委員会）発足、初代幹事長に故盛
晴海氏。神奈川県RS、藤沢JRS、横須賀市
RS、鎌倉RS、川崎市RSが加盟。
12月14日閉校式。
年会費@4000　生徒256名　指導者31名

1976年　昭和51年

4月11日開校式。5月9日桐蔭学園中学と交
流試合4- 36で敗戦。7月30日〜8月1日第7
回菅平夏合宿に99名参加。
鎌倉ラグビースクール開校する。
川崎市ラグビースクール開校する。
5月30日ラグビーフェスティバル。第1回県
ラグビースクール大会が早稲田･明治戦の前
座で行われる。神奈川県ラグビースクール（現
横浜ラグビースクール）が優秀賞 ｢鹿子木杯｣
を獲得。
Aチーム（中1、小6）2勝　Bチーム（小5、6）2敗
10月10日第2回県ラグビースクール大会開
催。優秀スクールは藤沢ラグビースクール。
小4、1分　 小5、1勝1敗　 小6、2勝　 小6
中1混成、1敗1分　中学1勝
12月19日閉校式。
年会費@4000　生徒290名　指導者32名

1977年　昭和52年

4月10日開校式。6月19日（雨天）桐蔭学園中
学と交流試合12人制0- 78と歯が立たず。
7月29日〜8月1日第8回菅平夏合宿に90名
参加。
グリーンラグビースクール開校する。
山手学院分校開校する。
11月13日青山学院中等部と交流試合0- 52
と大敗。
第3回県下ラグビースクール大会が8スクー

ル参加で開催され、優秀スクールは藤沢ジュ
ニアラグビースクールが2年連続で優秀表彰、
中学は神奈川が3年連続優勝。
小4、1勝1分　小5、1敗　小6、3敗　中、2勝
12月18日閉校式。
年会費@4000　生徒284名　指導者33名。

1978年　昭和53年

4月9日開校式。6月11日桐蔭学園中学と交
流試合0- 6と惜敗まで近づくも、チームワー
クが悪い、仲間意識が無い、自己犠牲の精神
に欠けると反省（故三橋洋二氏）。
7月9日公認ジュニアコーチ資格取得のため指
導者研修会を開催する。
麻生ラグビースクール開校する。
7月28日〜31日第9回菅平夏合宿92名参加
で実施。
8月26,27日夏休みを利用して第4回県ラグ
ビースクール大会開催される。
小4、1分　小5、1敗　小6、3敗　中2勝
9月24日交流試合、神奈川14- 6で桐蔭学園
中に初めて勝つ。雨の中の試合ハンドリング
がよくバックスへボールが回り果敢なオープ
ン攻撃を展開した。
10月29日慶應日吉で交流試合0- 12で慶應
中等に負け。11月15日保土ヶ谷に青山学院
を迎え交流試合6- 18で敗退。
12月10日秩父宮で東京RSと交流試合0- 18
で負。
第29回関東中学生大会。本県より慶応普通部、
神奈川県RS（現横浜RS）、桐蔭中、中野島中、
鎌倉RSが参加、15人制決勝で慶応普通部は
12- 8で成蹊中をやぶり優勝する。
神奈川RSは桐蔭学園中4- 0、成蹊中と4- 20
で4位になり東軍選抜に伊豆、雨宮、長谷川、
田村の4名が選ばれる。
12月17日閉校式。
年会費@4,000　生徒287名　指導者36名。

2月第1回横浜スタジアム交流大会を実施。
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1979年　昭和54年

4月8日開校式。6月17日桐蔭学園中との交
流試合は24- 8で勝利。
8月3日〜6日第10回菅平夏合宿91名参加で
実施。
8月25,26日第5回県ラグビースクール大会
開催する。10月28日桐蔭学園中との交流試
合22- 0で破る。
横浜YCラグビースクール開校する。
第1回全国中学生大会関東地区予選が開催さ
れ、代表神奈川県RS）現横浜ラグビースクー
ル）は山梨RS、成蹊中、慶応中等部をやぶり
優勝し関東代表となる。
第1回県中学生大会が開催され神奈川県RSが
6戦全勝で優勝する。
第5回県ラグビースクール大会（リーグ戦）開催。
小4、1敗1分　小5、1勝2敗　小6、1勝1敗
中、3勝で優勝
小学生はグリーンRSが優秀賞。
12月9日第2回横浜スタジアム交流大会実施。
12月16日閉校式。
年会費@5000　生徒280名　指導者33名

中学生の全国大会が認められ東軍選抜に下薗
（兄）、斉藤2名が選ばれる。

1980年　昭和55年

1月、第1回全国中学生大会。関東代表神奈川
県ラグビースクール（現横浜RS）は準決勝で大
阪代表楠葉中学に0-18で負けるが、3位決定
戦で14-0と東海･愛知代表北陵中学を退ける。
3月26日、第30回関東中学生大会が開催され
神奈川県ラグビースクールは対東京中学選抜
と16- 0､ 成蹊中学4- 10で1勝1敗。
4月6日開校式。8月1日〜4日第11回菅平夏
合宿実施。
秦野ラグビースクール開校する。
第2回 県 中 学 生 大 会。15人 制 神 奈 川 県
RS18- 8桐蔭中学、12人制藤沢JRS31- 0横
須賀RS。
第6回県少年大会（ラグビースクール大会を改称）。

優秀ラグビースクールは神奈川県RS。
小4、3勝1敗　小5、4勝　小6、3勝　中、1勝
12月21日閉校式。

早稲田のコーチだった故石塚氏が指導に訪れる

1981年　昭和56年

4月5日開校式。6月8日創立10周年記念交流
試合を保土ヶ谷グランドで開催する。
7月31日〜8月3日まで第12回菅平夏合宿
96名参加で実施。
厚木ラグビースクール開校する。
第32回関東中学生大会。15人制で神奈川県
ラグビースクール（現横浜ラグビースクール）
は4- 8青山学院に惜敗。
第7回県少年大会開催され、鎌倉ラグビース
クールが優秀スクールとなる。
小4、1勝1敗　小5、2勝1敗　小6、4勝　中、1勝
12月20日閉校式。

1982年　昭和57年

4月4日開校式。7月30日〜8月2日まで第
13回菅平　夏合宿を実施する。
第1回東日本選抜ラグビースクール中学生大
会が秩父宮ラグビー場で開催。ラグビースクー
ル神奈川県選抜が24- 4宮城選抜、10- 0岩手
選抜と2勝、優秀チーム表彰をされる。
第33回関東中学生大会。15人制に横浜ラグビー
スクールが出場し0-8で明大中野に敗れる。
第4回県中学生大会。参加10チームで慶応普
通部が32- 0で横浜RSを降し優勝。
第8回県少年大会が開催され、藤沢市ジュニア
ラグビースクールが優秀スクール表彰される。
小4、2勝　小5、1勝1敗　小6、2勝　中、1勝
この年より神奈川県ラグビースクールを改称
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して横浜ラグビースクールとする。
12月19日閉校式。

1983年　昭和58年

4月3日開校式。7月29日〜8月1日まで第
14回菅平夏合宿を実施する。
第2回東日本選抜ラグビースクール中学生大
会。横浜ラグビースクールが出場し横浜RSは
8- 21秋田エコー RS、横浜RS56- 4函館少
年RSで1勝1敗。
第9回県少年大会。中学生は横浜ラグビース
クール（横浜ジャイアンツ）30- 0藤沢市JRS。
優秀スクール、横浜RS、鎌倉RS。
小3、1勝1敗　小4、3勝1敗　小5、1勝1敗
1分　小6、3勝　中、3勝1敗
12月18日閉校式。

第9回神奈川県少年ラグビー大会（保土ヶ谷グランド）

1984年　昭和59年

4月8日開校式。7月27日〜7月30日第15回
菅平夏合宿を実施。
第3回東日本選抜ラグビースクール大会中学
生大会は横浜ラグビースクールが埼玉選抜に
34- 0、東京選抜に0- 24で1勝1敗。
第1回関東RS中学生大会が開催され、秦野、
鎌倉、横須賀、横浜が参加、横浜ラグビースクー
ルが準決勝10- 12で東京RSに惜敗する。
第10回県少年大会。小3〜小6の部。中学生
の部開催。横浜ラグビースクールが優秀スクー
ル表彰。

小3、1勝1分　小4、2勝1敗　小5、1勝1分
小6、1勝1分　中、3勝2敗
12月23日閉校式。

1985年　昭和60年

4月7日開校式。8月2日〜5日第16回菅平夏
合宿を実施する。
第4回東日本選抜ラグビースクール中学生大
会で神奈川代表横浜ラグビースクールが24-0
で北海道代表を破る。
第36回関東中学生大会で横浜ラグビースクー
ルは8- 0で八王子RSをやぶる。
第11回県少年大会開催。中学生は藤沢市JRS
が5勝で全勝優勝となる。
小3、1勝2敗　小4、1勝1敗　小5、1勝1敗、
小6、1分　中A、3勝2敗　B、3勝
12月22日閉校式。

後列左川野先生　右端故三橋先生と新山先生

海老名ラグビースクール開校する。
湘南ラグビースクール開校する。

1986年　昭和61年

4月6日開校式。8月1日〜4日第17回菅平夏
合宿を実施する。
第5回東日本選抜ラグビースクール中学生大
会。神奈川県代表藤沢市ジュニアRSは2戦2
勝する。
第12回県少年大会開催され、優秀スクール横
浜RS。
小3、2敗　小4、2敗　小5、3勝　小6、2勝
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1敗　中1部、2勝1敗、中2部、2勝　中3部、
1敗
第1回YC&ACミニラグビー大会15チーム
参加。
第2回YC&ACミニラグビー大会開催。
12月21日閉校式。

1987年　昭和62年

県協会創立40周年
4月4日横浜（神奈川県）ラグビースクール生
みの親三橋洋二先生が硬膜下出血のため急逝
される。
4月5日開校式。7月31日〜8月3日第18回
菅平夏合宿を実施する。
第13回県少年大会開催され、総合優勝藤沢市
JRS。
小3、2敗　小4、不明　小5、2勝　小6混成3
勝中5勝　第3回YC&ACミニ大会開催する。
12月20日閉校式。

1988年　昭和63年

校長代行河野瑛、運営委員長巻口順二。
4月3日開校式。7月29日〜8月1日第19回
菅平夏合宿を実施する。
第7回東日本ラグビースクール中学生大会に横
浜ラグビースクールが出場し、秋田飯田川RS
を16-10で宮城県選抜を18-10でやぶる。
第14回県少年大会が開催され、藤沢市JRS
が総合優勝。
小3、2敗小4、3勝3敗　小5、3勝1敗　小6、
1敗　中1、2勝1敗　15人制、2勝1敗
関東RS中学生リーグ戦で6勝2敗
12月18日閉校式。

1989年　平成元年

校長河野瑛、運営委員長巻口順二。
4月2日開校式。7月28日〜31日第20回菅
平夏合宿を実施する。

第15回県少年大会。藤沢市JRSの強さが光る。
小3、1勝1敗　小4、2敗　小5、1勝1敗1分
小6、4勝2敗　中1、4勝1敗
12月23日閉校式。

創立20周年記念式典:県協会会長鈴木氏

1990年　平成2年

校長河野瑛、運営委員長巻口順二。
4月1日開校式。7月27日〜30日第21回菅
平夏合宿を実施する。
第16回県少年大会開催。藤沢市JRSが総合
優勝。
小3、1勝3敗　小4、2勝2敗　小5、1敗
小6、2勝1敗1分　中、1勝3敗
12月24日閉校式。

1991年　平成3年

校長海老原善徳、運営委員長巻口順二
4月7日開校式。8月1日〜4日第22回菅平夏
合宿を実施する。
田園ラグビースクール開校する。
東日本ラグビースクール中学生大会。神奈川
県選抜チームは1勝1敗。
第17回県少年大会。中学は川崎市RSが優勝。
小3、2勝4敗1分　小4、3勝1敗　小5、2勝
1敗　小6、3勝　中15人制、4敗、ミニ、2勝
12月23日閉校式。
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1992年　平成4年

校長海老原善徳、運営委員長巻口順二。
4月5日開校式。7月31日〜8月3日第23回
菅平夏合宿を実施する。
第18回県少年大会。中学は藤沢市JRS優勝。
小3、3勝1敗　小4、4勝2敗　小5、5勝2敗
小6、2勝1敗　中、4勝2敗
ラグビースクール中学選抜試合行われる。
12月23日閉校式。

1993年　平成5年

校長海老原善徳、運営委員長山口重之。
4月4日開校式。7月30日〜8月2日第24回
菅平夏合宿を実施する。
第19回県少年大会。会長杯藤沢市JRS、鹿ノ
木杯厚木RS、三橋杯秦野RS、ロータリー杯
川崎RS。
小3、3勝3敗1分　小4、5勝5敗　小5、2勝
1敗　小6、1勝3敗　中A、3勝2敗、B、4勝
RS中学選抜試合が行われる。
12月23日閉校式。

1994年　平成6年

校長海老原善徳、運営委員長山口重之。
4月3日開校式。7月29日〜8月1日第26回
菅平夏合宿を実施する。
茅ヶ崎ラグビースクール開校する。
第20回県少年大会。中学優勝は藤沢市JRS。
小3、3勝1敗1分　小4、1勝2敗　小5、3勝
2敗1分　小6、2勝　中A、4勝1敗、
12月23日閉校式。

1995年　平成7年

校長加藤丈和、運営委員長山口重之。
4月2日開校式。7月28日〜31日第26回菅
平夏合宿を実施する。

第21回県少年大会開催される。
小3、2勝5敗　小4、5勝1敗1分　小5、1勝2敗、
小6、1敗　中A、3勝1敗1分　B、3勝1敗
全日本中学生大会、スクール中学生大会開催
される。
12月23日閉校式。

1996年　平成8年　県協会創立50年

校長加藤丈和、運営委員長山口重之。
4月7日開校式。7月26日〜29日第27回菅
平夏合宿を実施する。
第22回県少年大会開催される。
小3、2勝1敗　小4、1勝5敗　小5、3勝2敗
1分　小6、1勝3敗　中A、4勝1敗　B、3勝1敗
県スクール協議会20周年記念。
財団法人安藤為次教育記念財団より神奈川県
の教育文化の発展に寄与したとして「安藤為次
記念賞」を受賞する。
12月23日閉校式。

1996年8月常盤公園にて

1997年　平成9年

校長加藤丈和、運営委員長波多野義重。
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4月6日開校式。7月25日〜28日第28回菅
平夏合宿を実施する。
5月金沢八景でバーベキュー大会。
第23回県少年大会開催される。
小3、2勝6敗　小4、5勝1敗1分　小5、3勝
3敗　小6、2勝2敗　中A、1勝2敗1分　B、3勝
12月23日閉校式。

1998年　平成10年
（かながわ・ゆめ国体開催）

校長加藤丈和、運営委員長波多野義重。
4月5日開校式。7月24日〜27日第29回菅
平夏合宿を実施する。
東日本選抜ラグビースクール大会にオール神
奈川選抜チームで出場する。
秦野市協会。第3回秦野丹沢ラグビー祭開催
する。
第24回県少年大会開催。
小3、1勝2敗　小4、4勝2敗　小5、4勝3敗
小6、2勝1敗　中A、3勝1敗　B、4敗
全国ジュニア交流大会が菅平で開催され関東
南選抜チームとして出場する。この年スクー
ル登録選手1,265名。
12月23日閉校式。

1999年　平成11年

校長加藤丈和、運営委員長新山正俊。
4月4日開校式。7月30日〜8月2日第30回
菅平夏合宿を実施する。
第25回県少年大会開催される。
小3、1勝5敗　小4、4勝　小5、3勝5敗　小6、
1勝3敗　中A、3勝1敗
12月23日閉校式。

2000年　平成12年

校長加藤丈和、運営委員長新山正俊。
4月2日開校式。7月28日〜31日第31回菅
平夏合宿を実施する。
この年から「一環指導体制推進モデル事業」が
始まり県スクールジュニアの強化が始まる。

指導に訪れた元ジャパン監督故宿沢氏と6代目校長故 
加藤先生

第26回県少年大会開催される。記録不明
藤沢ジュニアラグビースクール創立30年。
12月10日スタジアム交流大会開催。松尾義
行先生永年功労者の表彰される。
ジュニア神奈川代表が南関東代表で全国大会に。
12月23日閉校式。

2001年　平成13年

校長加藤丈和、運営委員長新山正俊。
4月8日開校式。7月27日〜30日第31回菅
平夏合宿を実施する。
第7回全国ジュニア交流大会（花園）。神奈川
選抜は近畿スクール選抜に勝ち1勝1敗。
10月7日〜12月2日第27回県少年大会開催
される。
小3、6勝1敗　小4、3勝5敗　小5、1勝4敗
1分　小6、2勝2敗　中A、5敗　B5敗
12月16日スタジアム交流大会開催。故加藤
丈和校長、山口重之前校長が永年功労者表彰
をされる。
第2回中学選抜対スクール選抜試合はスクー
ル選抜が勝つ。ジュニア全神奈川全国大会で1
勝1敗。
12月23日閉校式。

2002年　平成14年

2月より新年度体制でくりあげスタートを試
みる。
生徒230名指導者60名で4月7日開校式。校
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長加藤丈和、運営委員長黒川欽也。
5月に愛川ふれあいの村で指導者研修会を1泊
2日で実施する。5月26日バーベキュー大会。

三ツ沢陸上競技場での県大会

7月26日〜29日第32回菅平夏合宿。3年生
以上約100名参加。
9月29日〜12月1日第28回県少年大会開催
される。
小3、A、Bとも5勝優勝　小4、9勝2敗でA
が優勝　小5、5勝2敗でA優勝　小6、3勝1敗
12月15日三ッ沢公園陸上競技場で交流大会
開催され大塚拡成・増山一光先生が永年功労
者表彰を受ける。
第3回ラグビースクール選抜対中学選抜試合。
52- 14でスクール選抜。
海老原善徳先生。長年にわたり神奈川県体育
の普及振興に寄与したとして「体育功労賞」を
受賞する。
12月23日閉校式。

2003年　平成15年

2月より新年度体制でスタート。
校長加藤丈和、運営委員長大塚拡成。
4月6日開校式。5月25日バーベキュー大会。7
月25日〜28日第33回菅平夏合宿を実施する。
第22回東日本ラグビースクール中学生大会。
神奈川選抜は2勝で優秀賞を受ける。
U14東日本ジュニアフェスティバルが開催さ
れ神奈川選抜が優秀チームとして表彰される。
中学選抜対スクール選抜は中学選抜が勝つ。
第29回県少年大会開催される。3年生A,B全
勝優勝、4年生A、B全勝優勝、5年生Aチー
ム優勝､ 6年生2位。

大学選手権に早稲田から池上君、関東学院か
ら鈴木博貴君が出場する。
12月23日閉校式。

2004年　平成16年

校長山口重之､ 運営委員長大塚拡成。
4月4日開校式。
5月23日バーベキュー大会を開催する。
6月20・27日日産フィールド「三橋杯」を実施
する。
7月30日〜8月2日第34回菅平夏合宿を実施
する。
第30回県少年大会開催される。3年生A,B全
勝優勝､C2位、4年生B全勝優勝、C,Dは2位、
Aが3位、5年生A、Bとも全勝優勝、6年生A
全勝優勝、中学3勝4敗で5位。
第15回横浜スタジアム交流大会実施される。
海老原善徳先生。長年にわたり横浜市体育の
普及振興に寄与したとして「スポーツ功労賞」
を受賞する。
12月23日閉校式。生徒248名､指導員79名。

2005年　平成17年

校長山口重之､ 運営委員長大塚拡成。
4月3日開校式。
5月22日バーベキュー大会開催する。
6月27・28日日産フィールド「三橋杯」運営。
7月29日〜8月1日第36回菅平夏合宿を実施
する。
第10回全国ジュニア大会。神奈川県スクー
ル選抜チームは千葉県選抜と3位決定戦を
27- 12で勝つ。
10月10日夜加藤前校長急逝する。
第31回県少年大会開催される。3年生3勝
7敗とふるわず4年生A,Cが全勝優勝5年生
A,B,Cとも優勝、6年生はA、Bとも全勝優勝、
ジュニアはダッグスに敗れ優勝をのがす。
横浜スタジアム第16回県下スクール交流大会
開催。
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ラグビースクール選抜対中学選抜の定期戦は
26- 0でスクール選抜が勝利する。
12月23日閉校式。生徒283名､指導者67名。

12月23日の納会

2006年　平成18年

神奈川県ラグビーフットボール協会創立60周
年。
校長波多野義重、運営委員長安田智之。
4月2日開校式。
5月28日バーベキュー大会実施。
6月24・25日日産フィールド「三橋杯」実施する。
7月28日〜31日第37回菅平夏合宿を実施する。
　保土ヶ谷グランド人工芝工事に入る。
第11回全国ジュニア大会に神奈川スクール選
抜チームが出場し1勝1敗。
　8月26日水戸ツインフィールドで関東地
区の中学生ナンバーワンをきめる、関東地域
中学生チャンピオンシップ・プレ大会が始め
て開催され、神奈川県優秀ラグビースクー
ルとして推薦出場した横浜ラグビースクー
ルは、初戦で関東中学生大会優勝校成城学園
に14- 17で惜敗するが、2回戦で清真学園を
10- 0、3位決定戦で国学院久我山を20‐7で
降し堂々関東地区3位となる。
第32回県少年大会開催される。3年生A全勝
優勝、4年生Bが全勝優勝、5年生A,Bともに
全勝優勝、6年生A,Bともに準優勝、ジュニア
は決勝戦で宿敵ダッグスに5-10で敗退優勝を
逃す。
第17回横浜スタジアム交流大会に参加。
12月21日終了式。生徒284名、指導者77名

2007年　平成19年

校長波多野義重、運営委員長安田智之。
3月みなとみらい「カラダファクトリー・フェ
ステイバル」に参加。
4月1日開校式。
5月27日バーベキュー大会実施。
6月23・24日日産フィールド「三橋杯」運営。
7月27日〜30日第38回菅平夏合宿を実施する。
11月保土ヶ谷グランドの人工芝化工事が完
成、松沢県　知事を招き盛大なグランド開き
式典が行なわれる。

県立保土ヶ谷公園ラグビー場
人工芝完成記念イベント07.11.17

第33回県小学生大会。3年生A,B準優勝､ 4
年生Bが優勝Aは準優勝､ 5年生A優勝、6年
生A,Bとも全勝優勝、ジュニアは決勝トーナ
メント2回戦で敗退。
12月6年生がマイクロソフトカップに出場し
圧倒的な強さで優秀スクール表彰を受ける。
第18回横浜スタジアム交流大会。
12月23日閉校式。生徒288名､指導者71名。

馬屋原キャプテン中心に優秀スクール記念撮影
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2008年　平成20年

校長波多野義重､ 運営委員長安田智之。
4月6日開校式。
5月24日バーベキュー大会
6月8日県交流大会に参加。
6月27日・28日日産フィールド小机「三橋杯」
運営。
7月6日保土ヶ谷ラグビー場で行われ　た「カ
ラダファクトリー・ラグビーフエスティバル」
運営に参加。
7月25日〜28日第39回菅平夏合宿を実施する。
第34回県少年大会開催される。記録なし。
11月9日なぎさ公園グランドで市民大会GA
大会。
第19回横浜スタジアム交流大会は雨天中止と
なる。
波多野校長。市民スポーツの普及振興に寄与
したとして横浜市より「スポーツ功労賞」表彰
される。
12月23日閉校式。生徒306名､指導者71名。

なぎさ公園でのGA大会

2009年　平成21年

校長波多野義重､ 運営委員長安田智之。
4月5日開校式。5月24日雨天の中をバーベ
キュー大会を実施、途中から晴れる。
6月27日・28日日産フィールド「三橋杯」実
施する。
7月24日〜27日第40回菅平夏合宿最終日は
雨のため初めてグランド使用不可となる。
ジュニア、ジャンボリーは好成績。

10月11日なぎさ公園グランドでミルキー大会。
新型インフルエンザのため第35回県大会は順
位を決めない交流大会となる。
波多野校長。神奈川県体育の普及振興に寄与
したとして神奈川県より「体育功労賞」表彰さ
れる。
12月20日閉校式。生徒326名、指導者82名。
年会費12,000円、15,000円とする。
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OB祝辞

三菱重工相模原ダイナボアーズ（平成6年卒）

沼田　一樹

　まず初めに、横浜ラグビースクール誕生40周
年を心よりお喜び申し上げます。
　出身のラグビースクールが今もなお健在、活
動していることを非常にうれしく思います。
　私の人生はというと、幼稚園の頃、横浜ラグ
ビースクールでラグビーと出会い、まさにラグ
ビーまっしぐらです。今年30歳になりますがま
だラグビーが楽しくてやめられず、現在は三菱
重工ダイナボアーズの現役選手としてラグビー
を続けています。
　ラグビースクールの思い出というと正直なと
ころ始めの頃はいい思い出がありません。タッ
クルは痛いし、当時ラグビースクールのコーチ
であった父親にはタックルができないと叱られ
てばかりといった感じです。最初はラグビーが
大嫌い、そんな私も小学生の高学年の頃には、
タックルも嫌いではなくなり、どんどんラグビー
の虜になったのを記憶しています。

　私が在籍していた頃、全員で練習前に唱える
言葉がありました。
　“7つのラグビー精神”です。
　ラグビーを通して、外国人を含め、多くの先生、
コーチに出会いましたが、これに勝ることを教
わったことはありません。
　もはやラグビーに限らず、仕事、人間関係、
人生の精神といっても良いのではないでしょう
か？私にとっての人生の原点は、横浜ラグビー
スクールであり、“７つの精神”であります。こ
れからの人生もこの精神を胸に歩んで生きたい
と思います。
　今、タックルが嫌い、痛いと思っているスクー
ルの皆さん！
　是非、苦しみに耐え抜いてラグビーを続けて
ください。
すぐに、ラグビーの虜になって、いい友達と出
会えますから・・・。
　最後になりますが、40周年を迎えた横浜ラグ
ビースクールが“7つの精神”とともに発展され
ますことを、期待しております。
　また、横浜ラグビースクールから一刻も早く
日本代表の選手がでることを願っております。
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僕の礎
リコーブラックラムズ（平成11年卒）

池上　真介

　横浜ラグビースクール開校40周年おめでとう
ございます。またこれまでスクールを支えてこ
られた指導者の皆様に卒業生として御礼申し上
げます。
　スクールでは基本スキルはもちろんのことラ
グビーの楽しさや心構えなど、僕の礎となる多
くの事を学ばせてい頂きました。卒業して10年
経つ今もそれらは僕のベースとなっています。
振り返ると色々な場面が思い起こされますが、
今でも鮮明に心に残っていることがあります。
　それは小学校2年生の時の事、練習の休憩中に
僕が何気なくラグビーボールに座ると、それを
見たコーチにすごい剣幕で叱られました。「ボー
ルに座るな!ラグビーボールは君の魂だぞ!」当時
は「魂」と言われてもいまいちピンときませんで
したが、コーチの真剣な表情から何かを感じ取っ
たのを覚えています。この時から僕にとってラグ
ビーが特別な存在になり、今の僕がラグビーを大
切に思う心の原点となっています。横ラグにはこ
うしたハートの熱い素晴らしい指導者の方々が一

生懸命指導してくださっています。僕自身がここ
までラグビーを続けられたのはこうした指導者の
方々と出会えたからだと思っています。感謝の気
持ちでいっぱいです。
　もうひとつ横ラグ時代を振り返る際に欠かす
事のできないものがあります。それはなんと言っ
ても一緒に過ごしてきた仲間の存在です。きつ
い練習も互いに声を掛け合って乗り越え、他の
ラグビースクールには負けまいと誇りをもって
戦ってきました。皆同じ気持ちで一生懸命汗を
流し、練習後は学年の隔てなく一日めいっぱい
遊んで帰りました。気がつけば週に一度ラグビー
ができる事以上にみんなに会えるのが楽しみで
スクールに通うようになっていました。そんな
日々を通し、ラグビーはプレーしている時だけ
が楽しいのではなく、仲間たちと一緒に過ごす
時間もラグビーの持つ楽しさの一つであると感
じるようになりました。
　横ラグ時代に感じた事、学んだ事はまだまだ
多くあります。社会人でラグビーを続ける今も
プレーの事やチーム内の事などの壁にぶつかる
ことがあります。そんな時はスクール時代に立
ち返って考えてみると意外と解決のヒントが見
つかったりします。横浜ラグビースクールは僕
の原点です。

2006年1月8日大学選手権早大優勝

2006年1月15日保土ヶ谷ラグビー場にて後輩を指導
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YRS40周年に寄せて
真介母　　　　　　　

池上　由紀子

　横浜ラグビースクール創立40周年、おめでと
うございます。今、息子真介がまっすぐにラグ
ビーを続けていられるのは、横浜ラグビースクー
ルのおかげです。心から感謝しています。思えば、
元気いっぱいの3歳の息子を“男の子は絶対ラグ
ビー“という主人の言葉に、すぐスクールに入れ
ました。入れてみて初めて、激しい格闘技であ
ることを知りました。まあ、幼児の時は、走り回っ
ていただけですが・・・。
　故加藤校長が、激しい厳しいスポーツである
がゆえに、ルールをしっかり守り、体を鍛え、真
剣に取り組んでいれば怪我なんかしないよと教
えてくださいました。ラグビーは子どもたちに
集中力と、熱い思いを持たせ、自然に大人へと
成長させてくれる本当に素晴らしいスポーツで
す！！指導してくださる先生方が、真剣で熱くっ
て、何よりご自身がラグビーを楽しんでいらっ
しゃったのが印象的でした。
　10年前、横浜ラグビースクールの中学部を卒
業した真介は、県立横須賀高校、早稲田大学に進

み、ずっとラグビーを続けました。いつも根底に
ラグビースクールで教えていただいた、低い、勇
猛果敢な激しいタックルがありました。大学選手
権先発メンバーに清宮監督が選んでくれたのも、
あのタックルとディフェンスがあったからだと、
親ばかかもしれませんが、思っています。我が家
には、スクールでいただいたタックル賞のトロ
フィーが今も宝物として、飾られています。
　“ラグビー”というつながりは一生のつながり
になると思います。このスクールで出会った友
達、先生方、ご家族の方々、この輪はずうっと繋
がっていくものだと思います。
　現在、息子はトップリーグのリコーでラグビー
を続け、社会人としての仕事もこなしています。
私にとっては息子の友達は、みんな恋人です。
また、私の小さな学習塾からも横浜ラグビース
クールにお世話になったラガーマンが何人かい
ます。これからもたくさんのラガーマンを愛し
て、応援していきたいと思っています。
　ゲームばかりやっていないで、自分の体を動
かす楽しさを、たくさんの子どもたちに伝えて
いって欲しいと思います。横浜の子どもたちを、
いえ、日本の子どもたちを元気にして欲しいで
す。横浜ラグビースクールを今後も応援してい
きたいと思います！！

横浜ラグビースクール創立
40周年、心よりお慶び
申し上げます。

石田兄弟母　　　

石田　裕子

　歴代の校長先生を始め、先生方の熱心なご指導
とラグビーにかける情熱の賜物と感謝しておりま
す。また休日にもかかわらず、早朝からグランド
へ出掛けられる先生方に、理解や協力をされてい
るご家族へは頭の下がる思いでいっぱいです。
　小学5年生の時に双子の息子達が入校してか
ら卒業までの5年間は、それまで気付かなかっ
た息子達の内面を発見したり、私達家族では経
験させてあげられないような機会に恵まれるな

ど、お陰様で大変充実し貴重な時間を過ごすこ
とができました。
　小学6年の冬には高校決勝戦の前座試合とし
て、花園のメイングランドで大阪のラグビース
クールと対戦させていただいたり、中学3年の夏
には他県の強豪私立中学との対戦の機会があっ
て、チームで気持ちをひとつにしよう!!と全員で
頭を丸めてみたり、最後の県大会では優勝を目前
に夢叶わず、痛々しい程落胆している選手達の姿
に、応援していた人は声も掛けられず遠くから見
守っていたことなど、ついこの間のように思い出
されます。そして卒業した今でも、　スクールで
の楽しい時間を一緒に過ごした仲間との繋がり
は、親子で共有できる財産となっております。
　様々なチャンスや希望に溢れている、横浜ラ
グビースクールの益々の御発展、御活躍をお祈
り申し上げます。
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トライ
平成13年度主将

神谷　尊人

　「トライ！」小学生だった私の頭に残るグラ
ンドに響き渡る音を今でも鮮明に覚えている。
　あの日から私のラグビー人生が始まった。
　「今日は雨が降るかな？」と両親に聞く、横
浜ラグビースクールは豪雨になれば練習中止。
そう、私はラグビーが嫌いだった。けれど小学
校の高学年になると、不思議とその気持ちが消
えていた。なぜなら、小学校高学年になると他
のラグビースクールとの対外試合が始まる時期
だったので、知らずと「嫌い」と言う意識から、
練習に行かなければ勝てないという意識に変

わっていた。
　ここで今でも忘れない試合を一つ紹介した
い。あれは小学校６年生最後の試合が三ツ沢球
技場で行われた藤沢ラグビースクールとの試合
だった。今までは勝ちたいがため、がむしゃら
に試合をしていたのでいつも敗北していた。あ
いつにタックルして、こう攻めれば勝てる！そ
の試合で初めて考えながらラグビーをしてい
た。試合結果は見事に勝利。みんなと笑いなが
ら帰ったことを今でも忘れない。
　ラグビーから教わったことは沢山あるが、横
浜ラグビースクールでは物事は常に動いていて
考えながら行動することを学んだ。
　今までお世話になった監督・コーチには本当
に感謝している。これからもその誠心を忘れず
ラグビーを続けていきたいと思います。

横浜ラグビースクール
40周年おめでとう
ございます

平成14年度主将

劒　　雄太

　横浜ラグビースクール40周年おめでとうござ
います。私がＹＲＳを卒業してから、もう7年の
月日が経つわけですが、こうして40周年を一緒
に祝うことができ大変嬉しく思います。
　私は幼稚園時にＹＲＳに出会い、延べ14年間
のラグビー生活を送りました。何事もすぐに飽
きてしまう私が、ここまでラグビーを好きにな

れたのもＹＲＳでラグビーの楽しさ、面白さを
教えて頂いたからです。たくさんの先生方に熱
心なご指導を頂き、大変感謝しています。ラグ
ビーのスキルはもちろんのこと、人間としても
成長できました。また、幼い時から苦楽を共にし、
切磋琢磨した仲間の存在は今でも私の支えです。
ＹＲＳはとても環境に恵まれていました。
　ＹＲＳには「7つの誓い」があります。幼い頃
から何度も繰り返してきたこの誓いは、単にラ
グビーの世界だけでのことではありません。来
年から社会人として新たなスタートを切るわけ
ですが、辛い時こそ「7つの誓い」を思い出し、
仲間と支えあっていきたいと思います。
　私の人生を変えてくれた、楽しくしてくれた
ＹＲＳの益々のご活躍、ご発展を祈念致します。
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横浜ラグビースクールで	
学んだこと

平成15年度主将

森田　祐介

　自分は、この横浜ラグビースクールに小学6
年の時に入りました。他の人に比べると在籍し
ていた期間は短かったのですが、その短い間の
中で多くのことを学ばせてもらいました。まず、
ラグビーというものをここで一から学ばせても
らいました。基本はもちろんラグビーの楽しさ
もここで学びました。ここで学んだことは高校
での部活でもとても役に立ちました。また、コー
チの方たちにはラグビー以外のことも学ばせて

もらいました。それは、[礼儀]です。これは、ラ
グビー以外にも通じるものであり人としてとて
も大事なことだと思います。ラグビーを通じて
学べたことは自分のこれからの人生にプラスに
なったと思います。学んだ中でも自分にとって
一番印象に残っているのは「人との出逢い」です。
これは、本当に大事だと思っています。ラグビー
をやっていなければ出逢うことのなかった同期
の仲間、先輩やコーチ陣の方々、この人達と出
逢い多くのことを学び刺激を受けて自分なりに
成長し今の自分があるのだと思います。最後に
自分は、ラグビーを通して嬉しかったことも悔
しかったことも楽しかった事も悲しかったこと
もどれもラグビーを通じて出逢えた人がいたか
ら手にすることができたのだと思います。

ラグビースクールの思い出

平成16年度主将

若林　大輔

　横浜ラグビースクール40周年おめでとうござ
います。
　私はスクールには小学校1年生からお世話に
なっていました。私がラグビーを始めたきっかけ
は叔父の勧めでした。私の叔父は子供にラグビー
をしてほしいという夢がありました。しかし、男
の子に恵まれず叔父の家族は女系家族でした。そ
こで、私は訳もわからずラグビースクールにお世
話になり始めました。当初の私は未知のスポーツ
に困惑していましたが、理解し始めると楽しくな
り週末が楽しみで仕方がありませんでした。
　しかし、学年が上がると生徒の体格も大きく
なりあまり体格の大きくない私は恐怖心を抱く
ようになりました。そして、中学に入学と同時
にラグビーを辞めてしまったのです。
　それから1年間ラグビーとは無縁の生活を続け
てきた私にラグビーを再開させるきっかけを作っ
てくれたのは小学校時代のチームメイトでした。
　彼とは幼稚園も同じで今も親交があるのです
が彼の誘いにより中学2年生からラグビーを再

開しました。中学生のラグビーは小学生のラグ
ビーと違い人数も多くコートをすべて使うので
私は理解するのに時間がかかりました。また、
成長期の1年は大きく先輩とのコンタクトも恐
怖心でいっぱいでした。しかし、コーチはいつ
も先輩と私をペアにさせコンタクトを命じてい
ました。最初は嫌で嫌で泣いたりしていた私で
したが、徐々にコツを理解し止めることができ
るようになりました。
　最高学年になり、私はチームを引っ張る立場
になりました。リーダーシップなどない私は態
度で示そうと思いいつも大きな選手とコンタク
トの練習をしました。
　そして監督のご協力もあり私は高校でもラグ
ビーを続けることができました。
　高校では中学で自信をつけたタックルを生か
したいと思いポディションを変更し高校最後の
試合ではレギュラーとしてコートに立つことが
できました。
　私は今でも横浜ラグビースクールに所属して
いたことが人生の正解だったと思っています。
　私はラグビーにいろいろなことを教わりまし
た。負けたら悔しいこと、仲間を大事にすること、
自己を犠牲にすること、苦しみに耐え抜くこと。
　これからの人生にこの経験を生かしていきた
いとおもっています。
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7つの誓い

平成17年度主将

加川　貴志

　私は11年間、横浜ラグビースクールにお世話
になりました。
　幼稚園からラグビーを初め.中学3年生のとき
にはキャプテンを努めさせて頂き.最後の大会で
は宿敵.川崎ラグビースクールに勝ち3位入賞と
いう結果を納めることができました。私は日大

高校に進学しラグビーを続けることになったの
ですが.その報告を加藤元校長に伝えることが出
来ず急逝されたことが残念でなりません。大学
に進学するにあたりラグビーを続けようという
思いが消えなかったのは横浜ラグビースクール
で学んだ仲間の大切さや.努力すれば必ず結果が
ついてくるということがあったからです。今も
玉川大学でラグビーを続けています。これから
も横浜ラグビースクールで培った七つの誓いを
忘れずに日々頑張って行こうと思います。ラグ
ビーを通じて.大切な仲間と出会うことが出来ま
した。

40周年おめでとう	
ございます

平成18年度主将

石田　智哉

　40周年おめでとうございます。
　現在は人工芝の気持ちいい保土ヶ谷も当時は
砂漠のようなグランドで、擦り傷は砂ですぐ真っ
黒。傷がやっと治った頃にはまた日曜がやって
くる。懐かしいです。
　自分は県立高校に進学し、県外の花園常連校

を倒すほどのチームでしたが、プレーの細部に
まで横ラグでやってきた基礎を見ることが多く
ありました。横ラグの基礎練習はむしろ高校以
上に充実しているのではないでしょうか。あく
まで自分の高校との比較ですが。ですから、現
在の生徒の方々には横ラグで今まで練習してき
たことに自信を持って各々の目標に向かって頑
張って欲しいと思います。ライン回しで少しで
も流れたら怒られる。高校ではあまり指摘され
ないことですがとても重要なことです。
　横ラグで精神的にも肉体的にも鍛えられ、成
長期の身には素晴らしい環境であったと感謝し
ています。



35

祝辞ご挨拶OB 祝辞歴代主将挨拶あゆみOB ・父母祝辞歴代主将からのメッセージ

七つの誓い
平成19年度主将

菅野　卓磨

　横浜ラグビースクールにある「七つの誓い」は、
僕の心の中を落ち着かせる魔法の言葉である。
今でも大事な試合の前は、一人でぶつぶつと唱
えている。
　シーズンイン直前の合宿で、井ノ口コーチが、
涙を流しながら、「お前らの試合もっと見たかっ
た。後、県大会予選の藤沢と、川﨑。決勝リーグ

にいって、茅ヶ崎、そして宿敵ＤＡＧＳのたっ
た4試合・・・俺たち指導員に感動を与えてくれ」
と言った。あれ以降、僕は ｢七つの誓い｣ と真正
面から向き合った。たった七つの誓い？？七つ
もの誓い！？その一つ一つが僕らを横ラグとし
て戦うべき残りの4試合を重くさせていた。｢誓
い｣ 横ラグに誓う。仲間に誓う。自分に誓う。そ
れは責任の重いことなのだとその時感じた。
　今なお、ラグビーを楽しく続けられているの
は、この教えがあったからだ。
　横ラグで学んだことを忘れずに、一生ラグビー
を続けて生きたいと思う。

私と	
横浜ラグビースクール

平成20年度主将

渡辺　貴洋

　横浜ラグビースクール40周年おめでとうござ
います。
　横浜ラグビースクールは私にとって自分自身
を成長させてくれた、かけがえのない存在です。

　私は指導員をしている父と兄たちと一緒に10
年間スクールにお世話になりました。スクール
で練習した日々が今の私を作ったといってもい
いでしょう。
　小学校3年生の時、厳しい練習についていけ
ず、立ち向かっていける勇気がでるまで休んだ
こともありました。しかし、厳しくも熱い指導
をしてくださった先生方の励ましが私を強くし
てくれました。この経験が、ラグビーに対して
自分の意識を変えるきっかけになったのです。
　何も厳しい経験だけではありません。ラグビー
を通じて仲間との交流も深めることができまし
た。特に三年生から六年生にかけて県大会で全

勝し、完全優勝という偉業を達成できた時の感
動は今でも深く心に刻まれています。
　しかし、ジュニアになって環境が変わったこ
とでチームの輪が乱れ、良い成績を上げられず
に悔しい思いも経験しました。
　チームをまとめようとしても一人では難しく、
キャプテンとしての責任や役割、プレッシャー
に押しつぶされそうになったこともありました。
　そんな時、私を助けてくれたのは各指導員の
先生、家族、そしてチームメイトでした。指導員
の先生のアドバイスや家族の応援、チームメイ
トの励ましがなければ、私はこのプレッシャー
を乗り越えることができなかったでしょう。
　たくさんの方々に支えられ、ここまで好きなラ
グビーに打ち込むことができて本当に幸せです。

　現在、私は茨城県の常総学院高校で高倉君、双
子の兄・晃平と共に花園出場を目指しています。
　
　横浜ラグビースクールで学んだことは、今後
成長していく上でとても大切な経験だったと思
います。今、スクールで頑張っている選手の皆
さんもスクールで多くのことを学び、目標を持っ
て頑張ってください。
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横浜ラグビースクール 平成21年度 運営組織
運営委員会メンバー　　指導者全員

校　長	 波多野義重
副校長	 丸本　良之
副校長	 遠藤　泰男
運営委員会会長	 安田　智之
総務	 渡辺　賢吉
会計	 平野　政男
会計（副）	 岩田　　力
会務監査	 川野　正久	 黒川　欽也	 島田　悦也
顧問	 海老原善徳	 石井　　泉

コーチ委員会	 委員長	 井ノ口昌吾
	 副委員長	 高井　弘幸
	 委員	 丸本　良之

レフリー委員会	 委員長	 高井　弘幸
	 委員	 半澤　滝大

安全対策委員会	 委員長	 谷本　　護
	 副委員長	 宮川　洋二
	 委員	 　下　記
用具管理委員会	 委員長	 渡邊　賢吉
	 委員	 　下　記
渉外広報委員会	 委員長	 森　　利哉
	 委員	 岩田　　力
	 サポーター

幼稚園 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 中学
安全対策委員 渡邊 神谷 林 渡辺　賢吉 金城 佐々木 巴 谷本
用具管理委員 鈴木 澤村 本田 渡辺　　章 遠藤 尾崎 佐藤 半澤

総務会メンバー（校長･副校長・運営委員会会長・総務・会計）
	 波多野義重	 丸本　良之	 遠藤　泰男	 安田　智之	 平野　政男	 渡辺　賢吉
幹事会メンバー（総務会メンバー・会務監査・スクール選出市協会理事・総括責任者・学年責任者・委員会委員長）
	 波多野義重	 丸本　良之	 遠藤　泰男	 坂本　昌史	 安田　智之
	 川野　正久	 黒川　欽也	 岩田　　力	 島田　悦也	 井上　史彦
	 川嶋　信彦	 桑原　謙治	 渡辺　賢吉	 平野　政男	 高井　弘幸
	 井ノ口昌吾	 森　　利哉	 谷本　　護	 野口毅一郎	 角田　　誠
	 清水　悌二	 山﨑　隆夫

学年責任者 学年副責任者

中学 井上　史彦 井ノ口昌吾

野本　卓也 野口毅一郎 篭嶋　大介 角田　　誠
丸本　良之 谷本　　護 半澤　滝大 島田　圭介
清田　隆則 高倉　義昭 北野　　剛 斉藤　雅彦
加藤　洋平（新） 加藤　綾子（新） 上岡　隆之
波多野義重 中西　　聡（新） 中田泰一郎

６年 坂本　昌史 津田　　眞
巴　　久之 野々上彰宏 馬屋原　直 森口　敬司（新）
渡辺　　武 佐藤　　譲 黒川　欽也

５年 桑原　謙治 亀谷　一世
尾崎　寛幸 遠藤　泰男 佐々木奏一 塩島　信敬
白木　雄治 橘　　　正 中本　敦浩

４年 安田　智之 小林　正樹
片山　明也 遠藤　直樹 福澤　雅浩 川野　正久
雨宮　正浩 松尾　義行 河崎晃一郎 金城　周二

３年 山﨑　隆夫 細山田民人
渡辺　賢吉 宮川　洋二 小田嶋哲利
山藤　哲郎 渡辺　　章 原　　靖哲

２年 清水　悌二 一瀬　安幸
島田　悦也 春野　義孝 森　　利哉
玉井　博之 林　　聡輔（新） 本田　慎也

１年 平野　政男 小池　大介
寺田　慎一 澤村　康一 神谷　哲史
岩田　　力 高井　弘幸 中川　真樹 霜　　知宏

幼稚園 川嶋　信彦 清水　　亘
牛久　隆一 海老原善徳 渡邊　　寛 土平　　哲（新）
福地　　満 木下　昌也 鈴木　敏幸 子安　恒行
戸簾　昌俊 吉次　篤志（新） 中川　洋一 野口　英光（新）

平成21年度運営組織

横浜市協会理事	 平野	政男
神奈川県ラグビースクール委員会
	 副委員長	 山藤　哲郎
	 競技委員長	 角田　　誠
	 競技委員	 川嶋　信彦
	 JrCS委員長	 井上　史彦
	 ミニCS委員	 坂本　昌史
	 ミニCS委員	 細山田民人
	 安全副委員長	 谷本　　護

総務スタッフ	 野口毅一郎
慶弔担当	 岩田　　力
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平成21年度幼稚園

　ジュニアの卒業生のご父兄が納会の時、必ず
述べてくださる言葉があります。「幼稚園の時は
砂いじりしかしていなっかた子どもが今日まで
ラグビーを続けることができたことに感謝しま
す。」大変ありがたい言葉です。
　幼稚園の生徒はまだ楕円のボールに慣れてい
ませんし、親元を離れるのが不安で仲間の中に
入れなく、日曜日の朝になるとお腹が痛いと愚
図る子どももいると思います。無理をさせる必
要はありませんが、よろしければ保土ヶ谷に連
れてきてください。オジサン達と一緒に、素晴
らしい環境のグランドで大きな声を出し、楽し
く走り回り、おいしい空気を吸えば、とても気
持ちがいいですよ。
　幼稚園の指導員は、まず遊ぶ感覚からはじめ、
慣れてきたら子どもたちの意欲にチャレンジさ
せてあげる。そしてできたことを褒め、次へつ
なげてあげられればと思って子どもたちに接し
ています。ご父兄の皆さんも子どもたちががん
ばったな〜と感じたら、抱きしめて褒めてあげ
てください。指導員が楽しくやっている姿を子
どもたちに感じてもらうことができれば、子ど
もたちも楽しんでくれると思います。子どもた
ちの声に耳を傾け・行動を見ながら、何かのきっ
かけを作ってあげることができれば、ラグビー
を続けてもらえるのではないでしょうか。子ど
もたちは日々成長しております。会うたびにい
ろいろと話しかけてくれ、新しい発見がありま
す。素直な気持ちを大切にし、ゆっくりと子ど
もたちと接していきたいと思っております。

　昨年合宿に参加したときのことです。幼稚園
を担当していた時の生徒の学年を担当した時、
生徒が歩み寄って来て「先生幼稚園の時、一緒遊
んでくれてありがとう。楽しかったよ。」と言っ
てくれました。涙が溢れ指導員っていいなと心
の底から嬉しく感じました。
　幼稚園の子どもたちは、横浜ラグビースクー
ルの財産です。これからも、子どもたちが安全
に楽しくラグビーの練習をすることができるよ
うに、ご父兄の皆様方と会話しながら、風通し
の良い環境を作り「楽しさをモットー」に活気あ
る活動をし、幼稚園からスクールを盛り上げて
いきたいと思っております。
　私事で恐縮ですが、ラグビーを通して沢山の
方々と触れ合い、沢山の方々に声をかけていた
だきました。自分が子どもの頃横浜ラグビース
クールに出会っていたらよかったな〜と思うほ
ど、素晴らしく魅力があるスクールだと実感し
ています。
　40周年という節目に立つことができた喜び
と、諸先輩が築き上げてきた歴史の重みを受け
止め、50周年の大イベントにも立つことができ
るよう、これからも「学ぶことをやめたら教える
ことをやめなさい」の気持ちを常に持ちながら前
向きに歩んで行こうと思います。
　今は感謝の気持ちで一杯です。ありがとうご
ざいます。

楽しく、楽しく
幼稚園 責任指導員

川嶋　信彦
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　横浜ラグビースクール創立40周年おめでとう
ございます。幼稚園生の保護者を代表し、日頃
のスクール運営と温かいご指導に心よりお礼申
し上げます。
　練習に入らない子、それにてこずる親･･･幼稚
園生でよく見られる光景です。我が家の息子も
例外ではなく、年少時は泣いて脱走してばかり
でした。それでも、先生やお友達と関わりながら
徐々に逞しくなり、試合の大舞台でも逃げるこ
となく最後までやり遂げる力がついたのは、こ
の3年間での大きな成果だったと言えましょう。 

入校時に「幼稚園生はとにかく楽しむことが目標
です」と先生がおっしゃいました。息子の変身ぶ
りを目の当たりにした私自身もまた楽しむこと
がひいては成長につながることをYRSで学び、
親として少し進歩したように思います。
　YRSに集う一人ひとりの成長が蓄積された意
義深い40年。これからもYRSがラグビーの振
興を通じて地域のスポーツや人間育成に大きく
寄与し、末永く発展していくことをお祈り申し
上げます。

YRS40周年に寄せて
幼稚園 保護者　　　　

西村　由起子
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指導員
川嶋　信彦
清水　　亘
牛久　隆一
海老原義徳
渡邊　　寛
土平　　哲
福地　　満
木下　昌也
鈴木　俊幸
子安　恒行
戸簾　昌俊
吉次　篤志
中川　洋一
野口　英光
餅田　智康
野崎　竜司
福井　　敦

生徒氏名
青木　　楽
阿戸　敦也
安東　佳祐
石川　潤一
石橋　史堂
井上　雄貴
川口　龍平
川窪　悠理
河田　昊大
窪川　大晟
小池　瑠玖
小林　泰士
小林　千夏
子安　啓護
榊山　鉄兵
坂下飛雄悟
坂本　恵美

佐藤　大斗
佐藤　水斗
澤村　國生
志村　悠成
下田　創生
州崎　啓汰
鈴木　秀虎
鈴木将智世
高井　美里
高橋　大耀
高山　智成
竹花　　蓮
田中　健心
田中　貴大
田中　雅己
戸簾　樹人
中島　一成

中塚竜太郎
中村　大翔
中森　快翔
西　　誠大
西村　俊亮
野口　　柊
野口　　涼
野崎太一朗
林　　幸太
番匠　亮太
彦坂　太郎
平井　俊之
広常　航平
福井大次郎
藤田　大輝
古川　真帆
古川　雄翔

水口　陽琉
餅田　海王
餅田　海花
山内　青空
山川　千里
山口　敬大
山﨑　大和
山本　竜太
吉田　悠力
余西　未来
脇山　優悟

　わたしが、よこはまラグビースクールにはいっ
た3さいのころは、『せんせいにくっついてあそ
んでばっかりで、ぜんぜんれんしゅうをしなかっ
たのよ！！』と、ママがいってたよ。わたしは、
おぼえていないけどね♪♪
　でもいまは、ラグビーをするときだけ、お
とこのこになったきもちでがんばってるよ。 

タックルされるといたいけど、がんばってやっ
てると、だんだんいたくなくなってくるんだよ。
トライをとれたときは、すごくうれしいよ。ラ
グビーは、おともだちやせんせいと、みんなで
やるからたのしいよ。これからも　ラグビーが
んばるね！！

ラグビーだいすき
幼稚園 年長　　　　　　

たかい　みさと
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　指導員の先生方の言うことをまったく聞かず、
いつも上の空で砂いじりばっかりやっていた幼
稚園のわが子の態度に業をにやし、スタンドか
ら大声で怒鳴りつけていたのを、当時担当の森
先生が「お父さん、あまり大声出すと他の子も
びっくりするし、どうせだったら下に降りて手
伝ったら」とのありがたい一声で、指導員の端く
れに加えさせていただいたのが、平成14年の冬
のことでした。当時幼稚園の年中だった我が次
男も、中学生になり、体もずいぶん大きくなり
ましたが、いつも人の話に上の空なのは相変わ
らずです。そうはいっても、それまで大変敷居
の高いスポーツだったラグビーの世界に関係を
持てるきっかけを作ってくれた３人の息子たち
と、毎週日曜日の朝に、大騒ぎの末に手のかか
る男どもを送り出してくれているヨメには、感
謝感謝です。
　ラグビーの指導員になって、一番感じたこと
は、ラグビーというスポーツの特質として、選
手全員にゲームに参加する機会があることです。
スポーツが苦手な子も、一生懸命ボールを追い
かけていれば、例えボールにさわることがなく
ても、ゲームに参加することができるというと
いうのは、多くの「体育がきらい」の子にとって
スポーツに取組む大きな動機付けになります。
スクールでの指導を通して、より多くの子ども
たちが、友だちと一緒に体を動かすことが好き
な子どもになってもらいたいと思っています。
　私が担当する小学校1年生は、40名を超える
子どもが参加してくれています。貴重な休日を
使って子どもたちをグランドに連れてきてくれ
る保護者の皆さんに感謝したいと思います。
　40名を超える子どもがいれば、それぞれ個性
豊かです。元気あふれる子や、内気な子、普段は
おとなしくてもゲームになるとびっくりするよ
うなプレイを見せてくれる子等、多彩な人材が

そろっています。
　中には、高校や大学にいってスタープレイヤー
になってくれる子がいるかもしれません。でも、
私が一番大事にしたいのは1学年で40名を超え
る子どもたちが、横浜ラグビースクールで「ラグ
ビーフットボール」というスポーツをしていると
いうことです。将来、いろいろな時に子どもた
ちは自分の人生の一時期に横浜ラグビースクー
ルでラグビーをしていたということを思い出す
でしょう。それはきっと人生の中のとても大事
な思い出になると思います、その時期に指導員
として関わりを持つことができたことは至上の
喜びでもあります。
　これからも、もっともっとたくさんの子ども
たちに、保土ヶ谷グランドに来てもらい、一緒
にラグビーを楽しんでいきたいと思います。
　ラグビーワールドカップが2019年に日本で
開催されることになりました。もちろんそのと
きにジャパンの選手として、世界中のチームと
戦う才能あふれる選手の育成も大事なことです。
同時に、ラグビーを愛する人を増やし、世界の
ラグビーチームやファンを受け入れる日本のラ
グビー文化を育てていくことも大事なことだと
思います。
　幸い、オリンピック種目への7人制の採用や、
小学校の授業でタグラグビーが取り入れられる
など、ラグビーを取り巻く環境はずいぶん変化
してきました。老若男女がラグビーを楽しみ、
ラグビーを通じて友情を深めていく、ちょっと
大げさですが、ラグビースクールはそのために
大きな役割を果たしていけると思いますし、自
分も微力ながら、これまでの40年間に諸先輩
方が築きあげてこられたラグビー文化を引き継
ぎながら、これからも、子どもたちがラグビー
を楽しんでくれるよう力を尽くしていきたいと
思っています。

スクール指導員の至上のヨロコビ
小学一年 責任指導員

平野　政男

平成21年度小学一年
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　今年の初め、息子の友達のつき合いで、二、三
度YRSの体験練習に参加した。
　入校を決めたのは、おつき合いで参加したは
ずの息子だった。
　「 えーっ、うちの子がラグビーやるって！？」
これがYRSとの出会いでした。
　練習の方はといえば、まだまだ落ち着きのな
い一年生、先生の話を聞くこともままならず、
あちらこちらでチョロチョロ。それでも楽しそ
うにラグビーをする姿を見て、親はハラハラし
たり、笑ったり。
　そんな子どもでも、少しずつであるが、成長
している。

　学校では学べない大切なものが、ここにはた
くさんある。YRSの七つの誓いは、息子の心に
一生持っていてほしい誓いです。
　毎週毎週、休み返上、家庭サービス返上で子
ども達の指導にあたって下さる先生方には、本
当に頭の下がる思いです。
　この歴史ある横浜ラグビースクールに参加さ
せて頂いていることに感謝しております。
　この気持ちを、次の世代へ繋げていけるよう
に、これからも子どもたちと共に歩んでいきた
いと思います。

ラグビーに出会って
小学一年 保護者　　　

吉田　久美子

１年生の練習試合

リレーの順番を待つ
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　なぜ、ぼくがラグビースクールに入ったかと
いうと、広いグランドで思いっきりはしりたかっ
たからです。
　ともだちときょうそうしていちばんになるこ
とがうれしいです。
　もっと、もっと、足がはやくなりたいです。
　はじめて、ラグビーのしあいをしてトライを
きめたとき、先生にほめてもらってうれしかっ
たです。

　まいしゅう日ようびに、おとうさんがグラン
ドまでつれてきてくれます。
　れんしゅう中も、ぼくを見ていてくれます。
おとうさんにかんしゃしてます。いつも、あり
がとうございます。
　これからもたのしくラグビーをつづけたいです。
　つよいチームにかちたいです。

ラグビースクールにはいって
小学一年　　　　

三浦　　哲

平成21年度小学一年

指導員
平野　政男
小池　大介
寺田　慎一
澤村　康一
神谷　哲史
岩田　　力
高井　弘幸
中川　真樹
霜　　知宏

生徒氏名
朝岡　拓海
岩岡　孝明
大澤　亮太
桶谷邪馬斗
小澤　悠人
加納　達哉
亀井　貴史
川畑　陽平
北野　　駿
九里　天輝
CORMAC	DODS

佐藤　　駿
佐藤　勇真
澤田陽万里
澤村　民生
清水　翔大
城　龍之介
鈴木健志朗
鈴木　祐太
鈴木　遥介
鈴木　稜斗
谷本　　琢

土平　　遼
当間　泰典
中西　絢乃
中山光太郎
布垣　　遼
半澤　皓大
平井　隆之
廣澤　慈英
三浦　　哲
水口　琉晴
宮川　星華

村松　俊介
八木下智喜
山田　雄大
山本　陽来
山吉　優翔
吉田　輝雅
吉次颯太郎
余西　　悠
渡邊　　元
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　私が横浜RSの指導員となってはや2年が経ち
ます。子供たちにラグビーを教えるのは初めて
の経験であり、何をどう教えたらいいか、未だ
悩み、戸惑い、反省を繰り返す日々です。
　そんな中、最近気づいたことがあります。子供
たちにラグビーのスキルを丁寧に教えて上手く
なってほしいと考えることは大切ですが、その上
で、チームの仲間と力を合わせ目標（トライ）に
向かってプレイすることの素晴らしさを教えるこ
と、そして何よりも、ラグビーを通じてたくさん
の仲間を作ること、それが結局、ラグビーが上達
する近道であるということに気づいたのです
　この学年は仲が良く、練習の出席率がとても
高い、ラグビーが大好きな子供たちが集まって
います。1年生の時から比べると、自然にゲーム
感覚を身につけ、我々指導員の想像を超えたレ
ベルのチームになりました。体格的には他のRS
ほど恵まれてはいませんが、1年生の頃ボロ負け
していた県内の強豪チーム相手に、2年生の交流
試合では互角以上の戦いをするまでに成長しま
した。
　今年度の目標である「1人でプレーしない。み
んなで勝つ」にはどうしたらいいか。子供たち
なりに自分たちで考えた結果なのか、最近では、
試合中に「ナイスタックル」、「ドンマイ」といっ
た仲間を気遣い励ます声が頻繁にでてくるよう
になりました。「取りやすいパス」や「ピンチを救
うタックル」に対して、仲間に「ありがとう」と
感謝する気持ちが少しずつ芽生えてきたものと、
とてもうれしく思っています。

　ラグビーは、逆境に立った時、自分1人では乗
りこえられないが、仲間と一緒なら乗りこえら
れる、そんな貴重な体験を与えてくれる素晴ら
しいスポーツです。
　ラグビーとは「仲間づくり」。
　子供たちには、ラグビーの素晴らしさを通じ
て「生涯の友」を得てほしいと切に願っています。
　この学年を担当して約2年間、ほぼ毎週末を
この子供たちと過ごしてきました。今振り返る
と、指導員として教えたことよりも、彼ら彼女
たちからたくさんのことを教わりました。
　子供たち、そしてご支援いただいたご父兄の
皆さまに感謝いたします。

<終わりに代えて〜あるオヤジのエピソード〜>
　25年来の友人たちと久しぶりの再会。
　「おー元気か!」とさっそくお互いにケリの入れ
あいが始まる。
　40男ながら、無邪気にじゃれ合うオヤジたち。
　遥か遠い「花園」を夢見て、もがいていた青臭
いあの頃のままである。
　座が進むにつれ、酔っ払った友人は毎度この
セリフを吐く「あの時、お前がとったトライは、
俺のタックルのおかげだぞ!」
　まったくうるさい奴だ。面倒くさく腹立たしい。
　でも、そんなことはわかっている。
　昔も。そして、今も。

ラグビーとは仲間づくり
小学二年 責任指導員

清水　悌二

平成21年度小学二年
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　今から36年前の春、中高一貫制の中学校に入
学した私は、同年創部されたばかりのラグビー
部の門を叩きました。ところが、部員の数は中
高合わせてやっと15人で、他校と試合は組めず、
練習だけを繰り返す日々でした。翌年から人数
が増えて対外試合はできるようになりましたが
チームは弱く、同じメンバーが持ち上がった併
設の高校でも連敗続きでした。良き指導者や仲
間には囲まれていましたが、何より私自身が精
進を全く怠っていてプレーヤーとして何ら精彩
が無かったことから、チームへのプライドも余
り持てずに卒業を迎えました。
　その後、大学、会社を経て30代半ばまで一応
プレーを続け、ラグビーのこと自体はますます
好きになっていきました。しかし、現役を離れ、
競技への関心は海外、日本ともトップレベルの
試合観戦に向けられ、自分自身が当事者の立場
になって心底熱くなるという思いは無くなって
いました。ところが、これを一変させる出来事に、
昨年めぐり会ったのです。それは小学校1年の
愚息を、横浜ラグビースクールに入れていただ
いたことでした。
　引っ込み思案で人とのコンタクトを嫌う彼を、
何とか宥めすかして、保土ヶ谷の練習会場に押し
込みました。先ず、我が子がピッチに立つ姿を目
にしてジーンときましたが、何より感激したのは、
先生方の、あふれる情熱と人間愛で子供たちに接
して、的確なご指導に当たってくださっているお
姿でした。学年チーム全体に、また教え子の一人
一人に対して、説き、励まし、叱り、褒め、心配
りながら、ラグビーの基本を子供たちの心身に植
えつけてくださるのを見て、言葉にできない感謝
と喜びの念がこみ上げてきました。「パパも、こ
のように教わりたかったよ。そうすればもっと上
達できたのに・・・」と日々愚息にこぼしており
ますし、本当にそう思います。
　2年生での練習も終盤となった現在の様子を

見ていると、1年間の修練を経て、子供たちのプ
レーが着実に進歩しているのが、私の目でもよ
く判ります。愚息についても、他の子には及ば
ないものの、いろいろな変化を遂げてきている
ことを強く感じます。また、いつしか私自身も
毎週日曜の練習や子供達の対外試合の参観時に
は、自分がプレーしていた時以上に気持ちが入っ
てしまうようになっていきました。
　以上のようにラグビースクールへ日々お世話に
なっている間に、先日、信じられない嬉しい出来
事が舞い込みました。私がラグビーを始めた先述
の（弱小だった）母校が、全国高校ラグビー大会
の県予選で快進撃と聞いて、半信半疑で帰省のう
え決勝戦のスタンドに臨んだところ、薄氷の勝利
を収めて初の花園行きを決めたのです！
　競技レベルとしては高校生の一試合に過ぎま
せんが、今まで私の人生で見たラグビー試合の
中で理屈抜きに最も熱くなり、30年ぶりに集っ
た同期、先輩たちと感極まりました。現役時代
には得ることができなかった、ラグビー人生の

「ルーツのチーム」への誇りと大切さ、郷愁の念
を、後輩たちの活躍のおかげで、初めて強く意
識することができました。
　さて、愚息にとってのラグビーのルーツは、申
し上げるまでもなく横浜ラグビースクールです。
彼は小学校でこの春2年生へ進級した際に、新ク
ラスメートへの自己紹介で「僕はラグビーをやっ
ています」と胸を張ったそうで、横浜ラグビース
クールで頑張っていることに高い誇りを感じて
おります。最高の先生方、チームメートに支えら
れて、良きラグビーマンへ育てていただいてい
ることに、心より厚く御礼申し上げます。「大き
くなったらワールドカップに出るよ!」と強がる
愚息と、「それが嘘（うそ）から出た実（まこと）に
なるといいなぁ !」と夢想するバカ親父の私への、
今後とも、変わらぬ御指導の程何卒宜しくお願
い申し上げます。

素晴しき「ルーツのチーム」に
めぐり会えた幸せ

小学二年 保護者　

齊藤　太郎
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　ぼくは、ラグビーが大好きです。
　なぜならしあいの時に、タックルであい手を
止めると気もちがいいからです。
　トライぎりぎりであい手をタックルで止める
と　「やったあ。」という気もちです。
　なかまに「ナイスタックル。」と言われるとう
れしいです。

　なかまがナイスプレーをしたら「ナイストラ
イ。」と言ってあげます。
　みんな学校は、ちがうけど、いいなかまがい
てよかったです。
　これからもみんなでラグビーをがんばりたい
です。

楽しいラグビー
小学二年　　　　

町田　　貫

平成21年度小学二年

指導員
清水　悌二
一瀬　安幸
島田　悦也
春野　義孝
森　　利哉
玉井　博之
林　　聡輔
本田　慎也
竹鼻　恭一

生徒氏名
相澤　祐太
荒井　響心
安藤　良太
大間　玄太
長利　奈々
小田切陽生
神山　雄太
北村瞬太郎
切田　大晴

齋藤　未畝
鈴木　晶一
竹鼻　柊二
玉井　千智
多村　哉大
冨川　晃大
戸簾　誠人
西山　大悟
野口　　健

平石　　颯
平間　太唯
福井　大介
藤田　将也
細山田博人
町田　貫
松尾　凛子
宮内　　駿
武藤ゆらぎ

森　　海登
横道　来智
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平成21年度小学二年

寄せ書き
小学二年　　
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寄せ書き
小学二年　　

平成21年度小学二年
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平成21年度小学三年

　創立40周年、誠におめでとうございます。
　この長きにわたり先輩たちから受け継いでき
た横浜ラグビースクールの長い歴史の重みに、
いま心が引き締まる思いで一杯です。創立から
今日にいたるまで生徒をはじめ保護者の方々や
先輩指導者、運営に関わる全ての皆さまに大変
なご苦労があった事と思います。40年もの間
日々活動されてきた事は、先人の方々のご尽力
のたまものであり、深く敬意を表します。
　この40年もの間にラグビーというスポーツは
ダイナミックに変革してきました。特に近年に
入りこの20年間は国際ルールも大きく変わり、
楕円形のボールの素材は「唾液」を吹き付け磨い
ていた茶色の革製から、手入れの簡単な白色の
ゴム製へと革新しました。

　そしてラグビーワールドカップの開催とプロ
化です。
　1987年 第1回ワールドカップ開催。
　1995年 世界のラグビー界はアマチュア時代 
 の幕を閉じ、プロ化がスタート。
　2003年 ジャパントップリーグ開催。
　さらに、2019年　ワールドカップ日本開催決定…。

　しかしながら、毎年の様にルール内容が変更

され進化するスポーツではあっても、それを実
行する側の人間として永遠に変わらないものが
ラグビーにはある、と私は思うのです。

　『何の打算もない純粋なものに人間は感動する。
 そこに人間の価値がある。
 純粋に頑張り。　純粋に喜び。　純粋に泣く。
 ラグビーにはその精神があふれている。
 大西鐵之祐』
　この言葉はラグビーと向き合い始めた子供達
に一番ふさわしく思います。
　瞬発力、持久力、勇気、知力、判断力、闘争心、
チームワーク、献身、自己犠牲・・・人間の持っ
ているすべての能力を最大限に引き出さなけれ
ばならないこのスポーツに、小さな子供が何の
ためらいもなくただ一生懸命になっている姿を
見て、私はいつも心打たれてしまいます。純粋
な感動を与えてくれるラグビースクールの子供
達や仲間達は私にとって珠玉の宝物です。

　日本開催ワールドカップまであと10年。その時、
横浜ラグビースクールは創立50周年を迎えよう
としています。これからも平和な世の中が続き、
未来の子供たちへ素晴らしい形でラグビーがバト
ンタッチされていくことを強く祈念いたします。

横浜ラグビースクール創立40周年に寄せて
小学三年 責任指導員

山﨑　隆夫

夏合宿の記録　3年のダボス遠足
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　横浜ラグビースクール創立40周年、おめでと
うございます。
　スクールとの出会いは、長男がまだ幼稚園の
年少だった6年前。何でもいいから集団スポー
ツに興味を持ってほしいという思いで入校を決
めました。
　はじめはまったくやる気なし。グランドの隅
でお花摘み。試合に出てもただ傍観。
　でも、先生方はそんな息子を排除することな
く、一緒にラグビーをする仲間として、いつも
温かく迎え、見守り、ラグビーを楽しむ気持ち
を育てて下さいました。
　小3になって技術が必要な学年になりました
が、先生方はそれだけを優先させることはなく、
子どもたちに今必要な経験を大切にしてくれま
した。負けた悔しさが、勝ちたい気持ちになっ
たとき、子どもたちは「もっと上手になりたい」
と技術の習得の必要性を感じたのでしょう。練
習内容や先生方の言葉が少し厳しいものに変
わっても、この転機をしっかり受け止めてくれ
ました。勝つためには、個人プレーでは通用し
ない、協力することがその第一歩だということ
を、教えていただきました。
　それまでは、ボールを持ったら勢いでゴール
に突進していた息子が、追いつめられた時に仲

間を探し、パスを出せるようになりました。ボー
ルを託された仲間がトライを決め、お互いを讃
えあうようにハイタッチ。その姿を見たとき、
スクールの7つの精神に込められた意味が、よ
うやく理解できたように思いました。
　仲間と一緒に勝つことの充実感と喜びを学ん
で、子どもたちは試合を重ねるごとに、驚くほ
どの成長を見せてくれました。円陣を組んで7
つの誓いを叫び、グランドへ向かう子どもたち
は、いつものやんちゃな彼らではなく、勝つこ
とにこだわりを持った小さいながらも立派なラ
ガーマンに変わります。頑張ろうという意気込
みが伝わってくるあの瞬間、親として本当に頼
もしく、胸が熱くなる思いです。
　今、息子は心からラグビーを楽しんでいます。
続いて小1の弟も、そして予想外なことに小6と
なった姉までがラグビーを始め、我が家の週末は
すっかりラグビー一色。でも、真剣に取り組む子
どもの姿を見るこの時間が、私はとても好きです。
　スクール40年の歴史の中に、我が子がいるこ
とを感謝するとともに、横浜ラグビースクール
で覚えた7つの精神を、ここで一緒に学んでい
るすべての子どもたちが社会の中で発揮し、もっ
と優しい世の中に変えていってくれることを、
心から願っています。

横浜ラグビースクール創立40周年に寄せて
小学三年 保護者　　　

清水　江奈美

平成21年度小学三年
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平成21年度小学三年

　わたしは、ようち園からラグビーをはじめま
した。さいしょは、お兄ちゃんについていっただ
けで、練習よりも休んでいたことが多かったで
す。でも、いまは、し合でボールをもってトライ
しにいけるようになったので、とても楽しいで
す。こんなに楽しくなったのは、先生たちが練習
でいっぱい教えてくれるのと、ラグビースクー
ルのなかまのおかげだと思います。先生たちは、
やさしくておもしろくて、ときどききびしいけ
どたくさんのことを教えてくれます。　なかま

は、相手にタックルされたときも助けてくれて、
声をかけてくれます。毎しゅうみんなとラグビー
をするのが、わたしはとても楽しみです。
　これから、男の子には、かてなくてなかなかト
ライできないかもしれないけど、先生が教えて
くれたことを思い出して、みんなといっしょう
けんめい練習して、し合でがんばりたいです。わ
たしは、本当にラグビーをつづけてきてよかっ
たと思います。

あゆのラグビー
小学三年　　　　

坂本　歩美

指導員
山崎　隆夫
細山田民人
渡辺　賢吉
宮川　洋二
小田嶋哲利
山藤　哲郎
渡辺　　章
原　　靖哲

生徒氏名
青木　万穂
井戸　幹太
上野　智樹
大谷　昂久
岡田　俊輔
小田原　廉
亀谷　季生
川嶋　　樹
小林　豪太
子安　築樹
坂本　歩美

佐々木　陸
寺社　亮太
清水　一志
城　　大地
杉山航太郎
鈴木　啓太
鈴木　悠太
鈴木　悠太
鈴木龍之輔
高田慎太郎
谷本　　惇

中本竜太郎
林　　琉輝
原　　大靖
平坂　桃一
本田麟太朗
森口　公暉
山内　守生
山田　拓生
山元　翔伍
吉次凜太郎
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寄せ書き
小学三年　　

平成21年度小学三年
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平成21年度小学四年

　長男・次男とともに2005年「横浜ＲＳ」へ。
早いもので5年が経った。私自身06年より幼稚
園、2年生、3年生、4年生担当と指導員4年目
を迎えている。現4年生は幼稚園「お手伝い」時
代も含むと通算4年間担当しており、彼らにとっ
ては迷惑な話である。
　昨年より岡山県津山市に単身赴任中（担当学年
をご配慮いただき深く感謝申し上げます）で、月
に1・2度程度しか練習に参加できない。津山で
の週末も練習が気になってしまう。
　7つの誓いならぬ7つの単身生活に欠かせない
ものは①ＹＲＳのＨＰ②スカパー③村上晃一氏
のブログ『ラグビー愛好日記』④小林正樹先生の
4年生マッチレポート⑤ラグマガ・ラグビークリ
ニック⑥ひとり鍋用土鍋＆カセットコンロ⑦ク
イックルワイパーだ。
　指導においては「生徒ができないことは、自分
の指導の結果」と反省の日々だ。自分自身がラグ
ビーをもっと深く理解すること、練習メニュー
の創意工夫、生徒たちのやる気を引き出すコー
チングなど勉強しなければならない。
　キューバ革命指導者チェ・ゲバラは「いつかラ

グビーによって命を落とすことになったとして
も僕はプレーすることを愛している」と若い頃
にラグビーで大けがを負った際に言ったそうだ。
彼に負けないぐらいの「ラグビーを愛する子供た
ち」をひとりでも多く育てていくことができるよ
う、生徒たちには愛情と情熱を持って接してい
きたい。
　「Rugby　opens　many　doors」（ ラ グ
ビーは、さまざまな扉を開く）とは元ジャパン・
空飛ぶウイング坂田好弘氏の言葉。生徒たちに
はＹＲＳラグビーを通じて、仲間を大事にする
ことや尊敬・感謝の気持ち等多くのことを学ん
で旅立って欲しい。
　夢はＹＲＳから将来のジャパン、世界的トッ
ププレーヤー、そして、次世代の指導員が生ま
れることだ。
　みなさん！子供たち、ＹＲＳ、ラグビーの輝
く未来を共に創りましょう！
　「YRS　opens　many　doors 」

（横浜ラグビースクールは生徒たちの未来の可能
性の扉を開く！）

YRS	opens	many	doors
小学四年 副責任指導員

片山　明也
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　創立四十周年心よりお慶び申し上げます。
　三兄弟の末っ子朋輝が、兄達の影響で始めた
スポーツのひとつがレスリングです。限られた
短い時間の戦いは、一瞬の攻防が勝敗を左右し
ます。全力で最後まであきらない精神力を鍛え
られました。そんな経験を生かして、仲間と戦
うラグビーの楽しさを知ってほしいと思いまし
た。始めたばかりの頃は、がむしゃらにボール
に向かい、レスリング仕込みの全力タックルを
する朋輝にはらはらさせられましたが、ラグビー

を知るうちに、少しずつ力の使い方を身につけ
て、今では全力で〝任務を果たす〟姿に成長を感
じています。
　一緒に過ごした時間の分だけ絆は深まり、横
ラグの仲間の存在は、朋輝にとってなくてはな
らないものになりました。県大会では素晴らし
いチームプレーを見せてくれた四年生チーム、
伸び伸びと育てて下さる先生方、熱く声援して
下さる父母サポーターに支えられ、益々の活躍
を期待しています。

ラグビーとの出会い
小学四年 保護者　

原　有紀乃

平成21年度小学四年

４年の練習試合

スタート練習
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平成21年度小学四年

　ぼくが横浜ラグビースクールに入って一番良
かったことは、仲間がいっぱいできたことです。
一緒に練習はラグビーの話しをしたり、バーベ
キューでたくさん食べたり、合宿の演芸大会で
笑ったり、楽しいことがたくさんありますが、

いつもの練習の最後にやる仲間同士の試合が一
番楽しいです。県大会では、今年もチームの仲
間と協力して全勝することができて、とてもう
れしかったです。これからも仲間を大切にして
がんばっていきたいです。

入校して良かったこと
小学四年　　　　　　

松尾　東一郎

指導員
安田　智之
小林　正樹
片山　明也
遠藤　直樹
福澤　雅浩
川野　正久
雨宮　正浩
松尾　義行
河崎晃一郎
金城　周二

生徒氏名
安東　勇人
石井　花奈
一色　慧人
岩岡　秀孟
岩田　　響
大平　ゆい
桶谷　駿斗
長利　慶太
片山　皓介
金子　泰斗
喜多井大和

木下　正一
黒木　陽斗
桑原　礼紀
小池　瑛瑠
小島　静也
佐々木奎介
鈴木　壱虎
高井　祐希
高野　謙人
高山　晶光
武田　直人

田中　慶伸
中川　祐輝
中西亮太朗
中山　拓実
原　　朋輝
半澤　颯大
平野　陽之
松尾東一郎
宮内　勇一
宮川　雅也
山本　耕生

山脇有己良
芳崎　風太
吉田　萌香
鷲塚　健志
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寄せ書き
小学四年　　

平成21年度小学四年
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　私とラグビースクール（RS）との縁は、昔の
チームメートから誘われて入った湘南のRSが最
初である。3年間在籍していたが、こじんまりし
ていて、家族的、親しみの持てるRSで、ここで
初めて息子もお世話になった。引越しを機に横浜
RSの加藤校長（故人）を紹介していただき、以降
8年近く、指導員として関わらせてもらい、現在
に至っている。また、その間一時大阪に転勤とな
り、2年間、豊中のRSにも所属し、こちらと掛
持ちのようなこともしていた。
　大阪では休日、小・中学校のグラウンドがラ
グビーに開放されたりしており、地域社会に溶
け込んでいるスポーツとなっている。特に中学
生の層が厚く、それが高校に引き継がれて強さ
の原動力になっているのではないかと思われる。
近年の花園の全国大会でも上位進出校に関西の
高校が多いのも頷けるところである。関東では
今年、桐蔭が決勝まで上り詰めたが、一人でも
多くの小・中学生を育成し、高校生の層を厚く
しないと太刀打ちできないだろう。
　都合10年もRSに関わっているが、まさに横
浜RSの出番であり、その端くれ、末席を汚す者
として、育成と普及に情熱を注ぎたいと思って
いる。
　それから、横浜RSと切っても切り離せないの
が、保土ヶ谷ラグビー場であろう。古いことは
よくわからないが、共に歴史を刻んできたはず

である。私自身、クラブチームで度々試合をし
てきた馴染み深いラグビー場でもあり、最近人
口芝のグラウンドに改装されたが、当時は土で
雨が降ると、どろどろの田んぼのようになった。
それでも私は、保土ヶ谷で試合をするのが一番
好きだった。
　ラグビー界のさらなる底上げを図るには、RS
の存在自体をもう少し世に知らしめるべきであ
る。そういう意味では、1970年創設の草分け的
存在である横浜RSは、神奈川県の牽引役とし
て、これからも期待される存在であり続けて欲
しい。
　RSなど無かった時代に育った私としては、小
学生からラグビーを始められる今の子どもは羨
ましいし、本当に幸せだと思う。ラグビーを通
じて、学校や家庭以外の場所で、世間に出て必
要な礼儀なども身に付けられるからだ。横浜RS
の「七つの誓い」は、これから高校、大学に進ん
でも、社会に出てからも、どこでも誰にでも適
用できる理念である。それらのよき側面を一人
でも多くの子どもたちに伝えたい。
　私も最近になりスピードと筋力の衰えは、目
を覆うばかりであるが、まだまだグラウンドで
声だけは出し続けたいと思っている。
　時折、頭がクラクラする日もあるが、グラウ
ンドで死ねれば、本望である。

ラグビースクールとの接点
小学五年 責任指導員

桑原　謙治

平成21年度小学五年
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　横浜ラグビースクール創立40周年おめでとう
ございます。愚息がお世話になっております父
兄の一人として心からお慶び申し上げます。
　ラグビー経験皆無の私でしたが、学生時代に魅
せられた大学ラグビーの熱い戦いが忘れられず、
横浜への転居を機に子供に何か運動をやらせたい
と考えた時、真っ先に思い浮かんだのがラグビー
でした。そこで横浜ラグビースクールの存在を知
り、迷わずお世話になることにしましたのは、ラ
グビーを通じて体力向上も然ることながら豊かな
人間性の育成を図っていくことこそがスクールの
目指すところであるとの運営方針に共感したから
です。
　先月、読売新聞のなかで『ラグビー界に「盆と

正月」』という記事が目に止まりました。2019
年ワールドカップの日本開催決定と、2016年
のリオデジャネイロ五輪での「7人制ラグビー」
採用決定を追い風にラグビーを盛り上げること
ができるかとの問いかけで終わっていますが、
まさにこれからラグビー界は勝負の時を迎えよ
うとしており、ラグビーというスポーツを一層
普及させていく一翼を担っているという点でス
クールの役割期待は甚大なものがあると改めて
感じさせられました。
　今後益々、横浜ラグビースクールが発展を遂
げていかれるなかで、いつかその晴れ舞台で活
躍する子供たちの巣立つ日が訪れることを心よ
り祈念致しております。

横浜ラグビースクール創立40周年に向けて
小学五年 保護者　

栗山　光正

5年生のガット

菅平合宿

平成21年度小学五年
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平成21年度小学五年

　ぼくはこの横浜ラグビースクールに入って9
年になりました。3才の時のことはよくおぼえて
いませんが、気がついた時には毎週日曜は保土ヶ
谷グラウンドにいました。毎回言っているせい
か七つの誓いも言えるようになりました。小学
校以外の友達もたくさんできました。
　ぼくが一番楽しかったのは菅平の夏合宿です。
朝・夜に出る野菜は、ぼくはにがてですが、3回

行っていると野菜も少しずつ食べられるように
なりました。ふだんの練習とちがっていろいろ
なチームと試合ができて、すごく楽しかったで
す。ぼくは県大会で優勝したことがないけれど、
6年生になったときには必ず優勝したいと思い
ます。ぼくが高校生になったときは、絶対花園
に行きたいと思います。ぼくはラグビーが大好
きです。

横ラグ40周年をふりかえって
小学五年　　　　

春野　日向

指導員
桑原　謙治
亀谷　一世
尾崎　寛幸
遠藤　泰男
佐々木奏一
塩島　信敬
白木　雄治
橘　　　正
中本　敦浩

生徒氏名
相澤　憲伸
秋山　慶太
秋山　真毅
石井　徹
一瀬　健太
伊藤　克弥
岩方　禄郎
上野　瑞樹
宇野　仁智
遠藤　隼太
大川　貴寛

大澤　泰雅
桶谷　一斗
尾崎　誠至
金子　裕二朗
栗山　寛裕
小林　宥也
小林　陽太郎
坂口　朋生
佐藤　佑
塩島　航太郎
篠原　直希

清水　大瑚
菅原　敦哉
鈴木　海斗
鈴木　啓介
関根　萌
玉井　智大
鴇田　晃一
野本　修平
波多野　洋
春野　日向
平間　敬唯

FERGAL　DODS
古川　鉄雄
松本　龍
萬田　開人
水川　航平
森　遥輝
山﨑　武尊
吉田　菜緒
和田垣　将
渡辺　瑛人



62

寄せ書き
小学五年　　

平成21年度小学五年
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平成21年度小学六年

　その試合、結果は見えていた。20トライに迫る

得点に対し0点。後半の後半。もう心が折れてし

まった得点差と時間帯。

　そのプレーは起きた。久しぶりに密集を連取し相

手ゴール前へ。あと5m。。。でもそこまでが精一杯。

密集から立ち上がれないプレイヤーが多くなり、結

局は相手ボールに。HBは外に待ち構えていたライ

ンへパス。最後は今日何本もトライを重ねている

ウィングへ。何度も繰り返されてきたシーン。

　ただ簡単に許してきたこれまでのトライとは

違っていた。一人のDFプレイヤーが何かを叫びな

がら必死に追いかけていく。駆けていく。でも距

離は全く縮まらない。いつの間にか彼の目には涙

が。叫ぶ、駆ける、泣く。トライが成立した時、ゴー

ルまで10m以上もあった。

　勝負とは冷酷なものだ。試合に臨む準備ができ

ていないのだ、泣くくらいなら普段から問題意識

をもって真剣に取り組むべきだ、甘い。

　でも、これで良いのだ。

　悔しさ、苦しさ、情けなさ、彼の中から自然に

発された叫びは、色々な思いが爆発したのだろう。

その時だけかもしれない。普段は声を発すること

もない、おとなしい子供かもしれない。でもその

時は瞬間的な心持が身体を動かしたのだ。宝だと

思う。

　決して負けるために練習はしない。勝つことを

目指してプレイヤーもコーチも努力する。

　結果は後からついてくるものだ。ただ負けてこそ

学べる事は沢山あるはず。負けを知らない人間に本

当の強さはあるだろうか。本物の涙であればそれを

繰り返さない努力を自ら行うはず。問題はグラウン

ドで解決するしかない。まだ時間はある。主役であ

るプレイヤーは、これから沢山の成功も失敗も経験

する小学生なのだ。数年後、彼らはより高い次元で

勝負にチャレンジし、競技プレイヤーの卵として自

覚と誇りを胸に卒業していく事だろう。

　純粋で必死なプレーは、年齢に関係なく見てい

る人の心に必ず届く。少なくともそれを感じ取る

人間がグラウンドに集まっていると信じる。40年

前もあったであろう、今年の話。

　横浜RSの7つの誓いには「勝つためだけ」の言

葉はありません。受け継がれてきた40年の想い、

関係した皆様に感謝します。

カチある負け
小学六年 責任指導員

坂本　昌史
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　横浜ラグビースクール創立40周年おめでとうご

ざいます。心からお祝い申し上げます。父親の影響

で物心ついた時からラグビーボールで遊んでいな

がら、スクールへの入校は頑なに拒否していた息

子が、突然「スクールに行きたい」と言い出したの

が、小2の終り頃でした。その時、本人の中でどの

様な変化があったのかは、未だに謎ですが、その日

から「行きたくない」とか ｢休みたい｣ といった言葉

を一度も聞くことなく、毎回楽しく通わせていただ

きました。先生方は、常に愛情をもって、時に厳し

く、指導して下さり、ラグビーの素晴らしさ、楽し

さを教えて下さいました。息子を“ラグビー大好き”

にしてくださった事、本当に感謝しております。

　子供たちのラグビーを通して私は、自分の子供

がお役に立てた時の喜び、また自分の子供のミス

を仲間がカバーしてくれた時の有難さを強く感じ

ました。きっと子供たちもそれがあるから頑張れ

るのだと思います。それぞれの責任を果たす事の

大切さや喜び、仲間を思いやり信頼する事、時に

は我慢する事など本当に多くの事を、子供たちは

学んでくれた事と思います。

　また、とかく自分の子供にばかり目がいってしま

いがちな日々にあって、仲間たちの成長も願い、見

守り、喜ぶことができました。そして同じように感

じて下さっている保護者の方々に出会うこともで

きました。このようなかけがえのない経験や出会い

はこれからの大きな財産となるに違いありません。

　横浜ラグビースクールは、40周年を迎えられま

した。これからも、10年、20年と伝統を築いてい

かれる事と思います。その頃、今のスクール生達は、

どうしているでしょうか？トップリーグや大学ラ

グビーで活躍しているでしょうか？もしかしたら

ジャパンの選手がYRSから出ているかもしれませ

ん。どんな形ででもそれぞれの場所で、みんながラ

グビーを続けていかれたら、素晴らしいと思いま

す。そして、またいつか保土ヶ谷のグラウンドで

一緒にプレイする姿が見られたらうれしいですね。

子供たちはスクール指導員でしょうか？それとも

不惑のメンバーでしょうか？そして私達保護者は、

今度は孫の応援にグラウンドに足を運んでいるこ

とでしょう。そんな私達の楽しい想像の実現のた

めにも、次の世代の子供たちのためにも、横浜ラ

グビースクールが益々躍進され、活躍されること

を、心からお祈りいたします。

横浜ラグビースクール創立40周年に向けて
小学六年 保護者　

板井　浩子

6年生最後の県大会

平成21年度小学六年
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平成21年度小学六年

　始めた時は、終わった後のアイスのために行っ

ているようなものでしたが、慣れてくるにつれお

もしろくなり現在まで続けています。

　3年生から5人制だったのが7人制になりました。

初めは、動きが分からなく苦労しました。

　初めての県大会が始まり、第1戦からキックの

差で勝つという試合だったので、その後を心配し

ましたが、次の試合からは差をつけて勝っていき

優勝しました。

　3年生の時以来、一度も優勝していないので、中

学に行って優勝したいです。

ラグビーは、3歳から始めました。
小学六年　　　　

斉藤　直人

指導員
坂本　昌史
津田　　眞
巴　　久之
野々上彰宏
馬屋原　直
森口　敬司
渡辺　　武
佐藤　　譲
黒川　欽也

生徒氏名
青木　　律
板井　光太
岩澤　竜也
宇野　義徳
江澤　　宝
大平　純造
岡田　陸斗
川嶋　優弥
菊地　　光
木村　恵太
小島　嶺治

斉藤　直人
坂本　龍哉
佐々布雄仁
清水　咲良
新堀　隼風
高野　和也
竹井　大地
田中耀大郎
寺田　　幹
巴　　俊介
服田　一孝

藤林　健太
宮川　優也
村山　啓育
森口　涼太
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平成21年度小学六年
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平成21年度中学一年

　誠にもって私事で恐縮ですが、早いもので横
浜ラグビースクール（以下、YRS）と私自身の関
わりは本年で足掛け13年になります。1996年
の春に転勤で東京勤務となりましたが、前任地
である福岡で「春日リトルラガーズ」（福岡県春
日市）というラグビースクールの小学校5年生と
6年生の指導員を拝命していた事もあり、自身の
子供が対象年齢になれば、是非ともラグビース
クールの活動に参加させたいと考えておりまし
た。東京勤務となった年の春に長男が幼稚園に
上がり、横浜での暮らしにも慣れ始めたその秋
にYRSに入校させていただきました。当初3年
は一保護者として、グランドの外よりスクール
の活動を見守っておりました。元来が所謂転勤
族ですので、3年〜5年のサイクルで異動すると
いうのが通常です。従ってそれ程長くYRSの活
動に参加出来るとは考えておりませんでしたが、
あに図らんや予想外に長いお付き合いをさせて
頂く事になっております。グランドに降りたの
も、これも極私的な事由です。長男に引き続き
幼稚園に上がると同時に入校させていただいた
次男が、当時はとても今からは想像が出来ない
程の人見知りで、どう宥めすかしても自分一人
では人の輪に入って行けなかった事より、致し
方なく付き添いで一緒にグランドへ降りたのが
きっかけでした。そうこうする内に当時幼稚園

を統括しておられた森利哉先生にお声がけいた
だき、また（故）加藤丈和校長よりも「現役時代
のポジションはどこをやってたの？この用紙（指
導員登録書）に必要事項を記入して来週持って来
て。」と仰っていただき、その翌週より準指導員

（見習い）としてご採用を頂くことと相成り、早
や10年、現在に至っております。長男・次男に
続いて三男と四男もYRSにお世話になっており
ますので、一時期は「YRSの最大派閥」とまで言
われておりましたが、上の二人がスクールを卒
業した現在は、下の二人の息子達とボールや空
気入れやらを両手一杯に抱えて、毎週末グラン
ドまで運んできております。この度、YRSが創
設40周年を迎えるとの事。確実にその内13年
は私のまた私共家族の歴史でもあり、大変感慨
深いものがございます。この先も50年・100年
と歴史を刻んでいけるようなスクールであり続
けるための基礎作りに、甚だ微力ながら携わら
せていただいているという自分自身の幸運に感
謝しつつ、また私共の世代にこのスクールを繋
いで下さった諸先輩方に思いを馳せ、何とか次
代の皆様にこのスクールの歴史を引継げるよう
にとの思いを胸に、これからも週末にはYRSに
とっての聖地「保土ヶ谷公園ラグビー場」に馳せ
参じたいと思っております。

雑　感
中学一年 担当指導員

谷本　　護



68

平成21年度中学一年

　僕はこのラグビースクールに幼稚園の年長の時

に入りました。もう7年が経ちました。

　僕はこの記念になる40周年の年に作文を書ける

事をすごく光栄だと思っています。

　YRSに対する僕の思いは三つあります。一つ目

は、YRSが今後もずっと活動を続けて色んな人に、

まだ余りメジャーなスポーツじゃないラグビーの

魅力を伝えていって欲しいと思っている事。

　二つ目は、僕のおじいちゃん、お父さん、僕と三

代にわたって関わっているYRSに人一倍の特別な

思いがある事。

　三つ目は、いいグランドや、いい先生がいる環

境に恵まれたYRSの40周年の記念の年を、県大

会で全勝優勝を成し遂げる事で飾りたいと思って

いる事です。

　最後に僕はこのラグビースクールが50周年、60

周年と続いて行く時までOBとして参加するとか、

もっと将来は指導員になるとか、何かしらで関わっ

て行きたいと思います。

　本当に40周年おめでとうございます。

ＹＲＳへの思い
中学一年　　　　

西田　　向

指導員
丸本　良之
井上　史彦
井ノ口昌吾
野本　卓也
野口毅一郎
篭嶋　大介
角田　　誠
谷本　　護
半澤　滝大
島田　圭介
清田　隆則
高倉　義昭
北野　　剛
斉藤　雅彦
加藤　洋平
加藤　綾子
上岡　隆之
波多野義重
中西　　聡
中田泰一郎

生徒氏名
中学一年
阿戸　耀梧
岩澤　涼太
岩田　　寛
牛久聡二郎
長利　完太
小田切公聖
片山　瑛人
金原　佑真
亀谷　芽生
黒住　和正
佐々木優毅
末岡　　豪
角野　辰吉
高倉　直哉
津田　駿介
寺前　健太
中西恵一朗
中野　遼輔
中本慶太郎
中山　耀太

西田　　向
野口　　将
原　　哲樹
平野　悠史
松井　　翔
松本　蘭平
柳井　直人
吉田　絋平
和田耕太朗
渡辺　悠貴
渡辺　裕也
渡邊　亮太

中学二年
秋山　治毅
荒井　　駿
石井　初芽
牛久慎太朗
馬屋原　優
大城　左京
尾崎　達洋
小田嶋啓太
神谷　紘平
北野　侑
桑原　颯太
小林　嵩基
佐々木聡太
菅井健太郎
鈴木　拓海
館内　建斗
千葉　翔太
中野　　厳
西木健二郎
長谷川拓也

樋口　滉平
本田　一専
目黒　天平
山田　皓太
和田垣　城

中学三年
阿部　恭士
市丸　　潤
臼井　　菖
梶川　裕登
北野　健斗
木村　岳史
佐藤　　衛
菅原　拓哉
鈴木　浩己
竹脇　晴也
千葉　将大
津川　俊一
橋口　脩平
波多野　航
原　　光平
藤島　実幸
丸本　頼斗
山崎　　海
吉村　拓哉
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平成21年度中学一年

寄せ書き
中学一年　　
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平成21年度中学二年

　どんなにPLAY　CARREIRが長くなろうと
も、初めて取ったTRYの事は、各人それぞれの
心の中に鮮明に残っている事と思います。
　例えばそれが、勝敗を決めたTRYであればよ
り感動的に、惜敗した試合の中での1TRYであっ
ても、決めた本人の心の中に、はっきりとした
記憶として残っている物です。
　私も、練習時の、何千、何万という、単調な
TRY動作の積み重ねよりも、たった一回の1st 
TRYは、今でも、スローモーションの様に、記
憶にはっきりと残っています。
　前置きが長くなりましたが、ラグビースクー
ルで小さな後輩達に伝えたい事は、この1st 
TRYの感動です。
　一人残らず、全員の子供達に、この感動を味
合わせてあげたい、と生徒達とグラウンドで向
き合っています。
　これから、何十、何百とTRYを挙げて行くで
あろう生徒達の1st TRYの瞬間に立ち会える喜
びは、何物にも代え難い物があります。
　幼稚園からスクールに通っている生徒で、中
学生になってから初めてTRYを決めた瞬間に立
ち会えた時には、決めた本人はCOOLであるに
も係わらず、一人勝手に目頭が熱くなってしま
う時もありました。
　生徒一人一人、TRYの数も、決め方も千差万
別、個々人の性格の様です。
　全てのTRYに熱い思いが溢れ、一つ一つが全
てドラマチックです。
　横浜ラグビースクールは、幼稚園年少より中
学3年生まで、指導員も合わせると総勢300名
以上の人々が、一つのグラウンド上に集う魅力
的な場です。
　本当に走り出したばかりの子供から、壮年の
先輩方迄が、大きさこそ違え、ラグビーボール
を追って真剣にPLAYし、そこかしこで、熱い
思いが交錯し、上述した様なドラマが日々生ま
れています。

　その様な人と人の関わりから、ラグビーの練
習だけに留まらない、人としての成長の場とも
なっており、私個人も、小さな後輩達を指導する、
などと言葉にすると余りにもおこがましいので
すが、その様な大役を担わせて戴きながら、グ
ラウンドに立たせて戴いてきました。
　関わってきた全ての生徒の成長が自分の子供
に対して感じられる物と同じ様に心嬉しく、時
には、自分の子供のものとして感じる事もあり
ました。
　この様な関わりの中で、同時に私、自分自身も
人として大きく成長する場を与えて戴きました。
　この様な場は、日本全国探しても、なかなか
無いと思います。
　2019年、日本でRUGBY WORLD CUP開
催が決定し、各方面盛り上がる中、一方で、近年、
ラグビーに興味を持ってくれる生徒、学生が減
り、各高校、大学で、ラグビー部の休部/廃部が
発生している事を伝え聞きます。ここ神奈川も
例外ではないのです。
　その様な話題に触れる際し、微力ながらも、
ラグビーの楽しさ、誰でも参加出来るスポーツ
であると言う事、そして、何よりも、得られる感
動を伝えたく、参加する人々の底辺拡大を図っ
ていきたいと思っています。
　横浜ラグビースクールは、地域に根ざした活
動を長年続けてきており、これからも、熱い気
持ちを持ち続ける人々の拠り所となる様、願っ
て止みません。
　40周年を一つの通過点とし、これからもよ
り一層、人の輪を広げ続け、日本のラグビー界
の底辺をしっかりと支え続けて行くラグビース
クールであり続ける事を信じています。

　取り留めのない文章となりました。乱筆乱文
をお詫びし、最後までご精読戴きました事に御
礼申し上げます。

あなたは初めてTRYした時の事を
覚えているでしょうか。

中学二年 担当指導員

北野　　剛
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平成21年度中学二年

　僕はこの横浜ラグビースクールには6年生の
時に入りました。
　それまではラグビーなんて全く興味がなくお
父さんにすすめられてしぶしぶ練習を見学に行
きました。そこでぼくはラグビーと出会いまし
た。今ではラグビーをすすめてくれた父に感謝
しています。

　横浜ラグビースクール創立40周年の年にキャ
プテンをつとめられることを光栄に思います。
　今年こそ県大会に優勝してコーチの方々やＯ
Ｂの方々を喜ばせたいです。

今年こそ県大会優勝を
中学二年　　　　　　

佐々木　聡太
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平成21年度中学二年

寄せ書き
中学二年　　
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平成21年度中学三年

　10年前、たまたま自宅を近くに購入したことで、

保土ヶ谷の地で活動しているラグビースクールが

あることを知った。それから息子、更には娘まで

横浜RSに参加させていただいていた。当初は現役

続行を訴えて父兄として観客席から覗かせて頂い

ていたのだが、指導員の献身的な子供たちへの指

導に心を打たれ、この歴史的な節目に、全身スクー

ルに浸かっている自分が今ここに居る。

　当時はジュニア2学年で1チーム組むのがやっと

の低迷期があった。その時期から諸先輩がた中心

の地道な活動により、今の充実したスクール体制

が作り上げられたことは今では想像も及ばないだ

ろう。また、保土ヶ谷の人工芝化など環境面の変

化も伴い、現在のスクール運営状態は理想的な状

態に近づいていると感じている。

　ここに40年を迎えるが、諸先輩がたの熱い思い

が今の体制の礎となっている。この思いを次世代

に伝えていくことが今の我々のやるべき事だと深

く心に留め、指導員達と共に想いを馳せて、更な

る横浜RSの発展を目指し頑張って行きたい。

YRS40周年に寄せて
中学 副責任指導員　　

井ノ口　昌吾
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平成21年度中学三年

　横浜ラグビースクール創立40年おめでとうご
ざいます。
　我が家では、上の子が幼稚園の年中から、そ
して下の子も年少さんから中学卒業まで、横ラ
グにお世話になりました。
　横ラグでは、ラグビーの厳しさ、楽しさを教
えていただき、上の子はこの春から大学でもラ
グビーを続けます！ そして何より横ラグでは、
一生の、とてもいい仲間たちに出逢うことがで
きました。今でも、以前と全く変わらず、ラグビー
のことを熱く語り合ったり（？）、バカな話で盛
り上がったり…  大切な宝物だと思います。
　下の子は、幼稚園の頃の練習はほとんどが土
いじり…。小学校になっても先生のお話もあま

り、いえほとんど聞かず…  どうなることやらと
思い続けていました。その子が中3では、神奈川
選抜に選んでいただき、高校でもラグビーをや
ることに！  私も、そして私以上に先生方も、「あ
の子がねぇ…」と、思われているのでは・・・（^^）  
それも、横ラグの先生方が、本当にいつも優し
く熱心にご指導していただいたお陰だと、感謝
しております。
　兄弟二人、横ラグが大好きです！ 私も日曜日
は、保土ヶ谷に行くことが当たり前になってい
た14年間。もう行かなくなるのかと思うと寂し
いですが、これからも、ラグビーが大好きな子
ども達がいっぱい育ちますように！ ずっと応援
しています。

お世話になった14年
中学保護者代表　

丸本　美和
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平成21年度中学三年

　僕は、元々は横浜ラグビースクールではなく
違うチームに入っていました。チームの人数が
少なくなり、中学１年の終わり頃から横浜ラグ
ビースクールに入りました。
　横浜の先生方は、温かく受け入れてください
ました。僕は、ラグビーがとっても好きになり、
毎週土日が楽しみでした。
　３年生になりキャプテンになりましたが、頼
りないキャプテンなのにみんなが、協力してく
れて感謝しています。中学3年はインフルエン

ザなどで残念な成績でした。出来ればもう一度、
このメンバーで県大会をやりたいと思ってい
ます。
　後輩達には、Ａチームジャージを持ち帰られ
るように頑張ってください　
　最後に僕たちは、卒業しますが高校でも大人
になっても、横浜ラグビースクール七つの誓い
を忘れずに頑張ります。これまでお世話になっ
た、先生方ありがとうございました

横浜ラグビースクール
中学三年　　　　

竹脇　晴也
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寄せ書き
中学三年　　

平成21年度中学三年
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あとがき

　創立時に携われた諸先輩のご尽力、ＯＢたちの寄せる想い、寄せ書き
にあふれる生徒たちのすばらしい夢と希望、ご寄稿をいただいた方々、
そして今運営に携わる指導員の皆さん、その思いがひしひしと伝わる文
を有り難うございました。
　横浜ラグビースクール総ての支えになっている、七つのラグビー精神 

（七つの誓いとも）、これが40年の重みというのでしょうかどっしりと
した大黒柱を感じさせます。
　これは裏話ですが、関西の某大学の監督をされた方が、これを引用し

（昭和52年9月）八つ目を追加しています。それは、打ち込むこと（集中
し継続する）というのですが、これは七つのラグビー精神を実践すれば
その必然でしょう。
　教える立場、教わる立場、そのときその場にいるすべてのが、七つの
ラグビー精神に打ち込んで、その実践の積み重ねが40年の歴史であり、
伝統となって、50年100年の未来へと続くのでしょう。
　この40周年記念誌の制作に当たっては、沢山の貴重な写真を提供いた
だいた波多野校長、川嶋新年度ＧＡ統括責任指導員には総ての面でお世
話になりました。
　真に有り難うございました。

（島田　悦也）

あとがき



横浜ラグビースクール40周年記念誌

発行日 平成22年3月27日

発行者 横浜ラグビースクール

編集長 島田　悦也

印刷所 ㈱ マクビーカタガイ

電　話 03－3260－9100

波多野義重

丸本　良之

安田　智之

渡辺　賢吉

平野　政男

川野　正久

黒川　欽也

島田　悦也

山藤　哲朗

角田　　誠

細山田民人

清水　　亘

川嶋　信彦

40周年記念準備委員会



7 つのラグビー精神
1 . 正しくプレーする
2 . 協力一致
3 . 自己を犠牲にする
4 . 苦しみに耐え抜く
5 . 勇猛果敢
6 . ベストをつくす
7 . 任務を果たす
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創立40周年記念誌


